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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報配信装置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報をネットワークを
介して取得して更新情報記憶手段に記憶させる情報更新装置であって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識すると
、前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を前記情報配信装置に出力するととも
に、前記地物情報の前記固有情報を前記情報配信装置から取得する固有情報取得手段と、
　この固有情報取得手段で取得した前記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有
情報を比較し、前記取得した前記固有情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない
前記固有情報を選出するとともに、この選出した前記固有情報を前記情報配信装置に出力
する選出手段と、
　この選出手段で選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記情報配信装置から取
得して前記更新情報記憶手段に記憶させる情報更新手段と、
　を具備したことを特徴とした情報更新装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報更新装置であって、
　前記情報更新手段は、前記記憶させた前記地物情報の前記地物に対応し従前に前記更新
情報記憶手段に記憶させた前記地物情報を前記更新情報記憶手段から削除する
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　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の情報更新装置であって、 
　前記情報更新手段は、前記所定領域に従前に存在し現在存在しない前記地物の前記地物
情報を前記更新情報記憶手段から削除する
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の情報更新装置であって、
　前記情報更新手段は、前記更新情報記憶手段から前記所定領域に存在する地物に対応し
かつ前記固有情報取得手段で取得していない前記固有情報を検索し、この検索した固有情
報を有する前記地物情報を削除する
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記固有情報取得手段は、前記所定領域に対応する地図情報の地図を表示手段に表示さ
せる旨の地図表示情報を前記取得要求情報として認識する
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記固有情報取得手段は、前記所定領域に存在する前記地物の検索を実施する旨の検索
実施情報を前記取得要求情報として認識する
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記地物情報は、この地物情報の有効期限に関する有効期限情報を有し、
　前記固有情報取得手段は、前記固有情報に対応する前記有効期限情報を取得し、
　前記情報更新手段は、前記取得した前記有効期限情報および前記更新情報記憶手段の前
記有効期限情報が異なることを認識した場合、前記更新情報記憶手段の有効期限情報を前
記取得した有効期限情報に更新する
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記地物案内情報を報知手段に報知させる報知制御手段を具備した
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の情報更新装置であって、
　前記地物情報は、前記地物の位置に関する位置情報を有し、
　前記報知手段は、各種情報を表示する表示手段であり、
　地図情報を取得する地図情報取得手段を具備し、
　前記報知制御手段は、前記地図情報の地図を前記表示手段に表示させるとともに、この
表示させた地図上における前記位置情報の位置に前記地物案内情報を重畳して表示させる
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載の情報更新装置であって、
　前記地物案内情報を前記有効期限情報の有効期限が切れているか否かに対応した報知形
態で報知手段に報知させる報知制御手段を具備した
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報更新装置であって、
　前記地物情報は、前記地物の位置に関する位置情報を有し、
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　前記報知手段は、各種情報を表示する表示手段であり、
　地図情報を取得する地図情報取得手段を具備し、
　前記報知制御手段は、前記地図情報の地図を前記表示手段に表示させるとともに、この
表示させた地図上における前記位置情報の位置に前記地物案内情報を前記有効期限情報の
有効期限が切れているか否かに対応した表示形態で重畳して表示させる
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の情報更新装置であって、
　前記表示形態は、明度、色相および彩度のうちの少なくともいずれか一つである
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記表示形態は、表示の大きさである
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１４】
　請求項１１ないし請求項１３のいずれかに記載の情報更新装置であって、
　前記表示形態は、前記有効期限が切れている前記地物案内情報および前記有効期限が切
れていない前記地物案内情報のうちの少なくともいずれか一方の近傍に前記有効期限が切
れているか否かに対応した期限切れ状況情報を表示させる形態である
　ことを特徴とした情報更新装置。
【請求項１５】
　配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報をネットワークを介して情報更新
装置へ配信する情報配信装置であって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　前記情報更新装置からの所定領域に存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する
旨の配信要求情報を認識すると、前記地物情報の前記固有情報を前記情報更新装置に配信
する固有情報配信手段と、
　この固有情報配信手段で配信した前記固有情報のうちの前記情報更新装置で選出された
前記固有情報を前記情報更新装置から取得すると、前記選出された固有情報を有する前記
地物情報を前記配信情報記憶手段から取得して前記情報更新装置に配信する地物情報配信
手段と、
　を具備したことを特徴とした情報配信装置。
【請求項１６】
　請求項１ないし請求項１４のいずれかに記載の情報更新装置と、
　この情報更新装置にネットワークを介して各種情報が送受信可能に接続された請求項１
５に記載の情報配信装置と、
　を具備し、
　前記情報更新装置の前記固有情報取得手段は、前記取得要求情報を認識すると、前記配
信要求情報を前記ネットワークを介して出力し、
　前記情報更新装置の前記選出手段は、前記選出した固有情報を前記ネットワークを介し
て出力する
　ことを特徴とした情報処理システム。
【請求項１７】
　請求項７、請求項１０ないし請求項１４のいずれかに記載の情報更新装置と、
　この情報更新装置にネットワークを介して各種情報が送受信可能に接続された請求項１
５に記載の情報配信装置と、
　を具備し、
　前記情報更新装置の前記固有情報取得手段は、前記取得要求情報を認識すると、前記配
信要求情報を前記ネットワークを介して出力し、
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　前記情報更新装置の前記選出手段は、前記選出した固有情報を前記ネットワークを介し
て出力し、
　前記情報配信装置の前記固有情報配信手段は、前記固有情報に対応する前記有効期限情
報を前記ネットワークを介して配信する
　ことを特徴とした情報処理システム。
【請求項１８】
　サーバ装置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報を、前記サーバ装置
にネットワークを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装置で受信して更新情報
記憶手段に記憶させる情報処理システムであって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　前記サーバ装置は、
　前記端末装置からの所定領域に存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する旨の
配信要求情報を認識すると、前記地物情報の前記固有情報を前記端末装置に配信する固有
情報配信手段と、
　この固有情報配信手段で配信した前記固有情報のうちの前記端末装置で選出された前記
固有情報を前記端末装置から取得すると、前記選出された固有情報を有する前記地物情報
を前記配信情報記憶手段から取得して前記端末装置に配信する地物情報配信手段と、
　を備え、
　前記端末装置は、
　前記所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識す
ると、前記配信要求情報を前記サーバ装置に出力するとともに、前記地物情報の前記固有
情報を前記サーバ装置から取得する固有情報取得手段と、
　この固有情報取得手段で取得した前記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有
情報を比較し、前記取得した前記固有情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない
前記固有情報を選出するとともに、この選出した前記固有情報を前記サーバ装置に出力す
る選出手段と、
　この選出手段で選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記サーバ装置から取得
して前記更新情報記憶手段に記憶させる情報更新手段と、
　を備えた
　ことを特徴とした情報処理システム。
【請求項１９】
　演算手段により、情報配信装置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報
をネットワークを介して取得して更新情報記憶手段に記憶させる情報更新方法であって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　前記演算手段は、
　所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識すると
、前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を前記情報配信装置に出力するととも
に、前記地物情報の前記固有情報を前記情報配信装置から取得し、
　この取得した前記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記
取得した前記固有情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない前記固有情報を選出
するとともに、この選出した前記固有情報を前記情報配信装置に出力し、
　この選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記情報配信装置から取得して前記
更新情報記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とした情報更新方法。
【請求項２０】
　演算手段により、配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報をネットワーク
を介して情報更新装置へ配信する情報配信方法であって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
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記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　前記演算手段は、
　前記情報更新装置からの所定領域に存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する
旨の配信要求情報を認識すると、前記地物情報の前記固有情報を前記情報更新装置に配信
し、
　この配信した前記固有情報のうちの前記情報更新装置で選出された前記固有情報を前記
情報更新装置から取得すると、前記選出された固有情報を有する前記地物情報を前記配信
情報記憶手段から取得して前記情報更新装置に配信する
　ことを特徴とした情報配信方法。
【請求項２１】
　サーバ装置の演算手段および前記サーバ装置にネットワークを介して各種情報を送受信
可能に接続された端末装置の演算手段により、前記サーバ装置の配信情報記憶手段に記憶
された地物に関する地物情報を、前記端末装置で受信させて更新情報記憶手段に記憶させ
る情報処理方法であって、
　前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前
記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、
　前記サーバ装置の演算手段は、
　前記端末装置からの所定領域に存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する旨の
配信要求情報を認識して、前記地物情報の前記固有情報を前記端末装置に配信し、
　この配信した前記固有情報のうちの前記端末装置で選出された前記固有情報を前記端末
装置から取得して、前記選出された固有情報を有する前記地物情報を前記配信情報記憶手
段から取得して前記端末装置に配信し、
　前記端末装置の演算手段は、
　前記所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識し
て、前記配信要求情報を前記サーバ装置に出力するとともに、前記地物情報の前記固有情
報を前記サーバ装置から取得し、
　この取得した前記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記
取得した前記固有情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない前記固有情報を選出
するとともに、この選出した前記固有情報を前記サーバ装置に出力し、
　前記選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記サーバ装置から取得して前記更
新情報記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とした情報処理方法。
【請求項２２】
　コンピュータを請求項１ないし請求項１４のいずれかに記載の情報更新装置として機能
させる
　ことを特徴とした情報更新プログラム。
【請求項２３】
　コンピュータを請求項１５に記載の情報配信装置として機能させる
　ことを特徴とした情報配信プログラム。
【請求項２４】
　第１コンピュータおよび前記第１コンピュータにネットワークを介して各種情報を送受
信可能に接続された第２コンピュータを請求項１６または請求項１７に記載の情報更新装
置と情報配信装置とを具備する情報処理システムとして機能させる
　ことを特徴とした情報処理プログラム。
【請求項２５】
　第１コンピュータおよび前記第１コンピュータにネットワークを介して各種情報を送受
信可能に接続された第２コンピュータを請求項１８に記載の端末装置とサーバ装置とを具
備する情報処理システムとして機能させる
　ことを特徴とした情報処理プログラム。
【請求項２６】
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　請求項１９に記載の情報更新方法を演算手段に実行させる
　ことを特徴とした情報更新プログラム。
【請求項２７】
　請求項２０に記載の情報配信方法を演算手段に実行させる
　ことを特徴とした情報配信プログラム。
【請求項２８】
　請求項２１に記載の情報処理方法をサーバ装置の演算手段および前記サーバ装置にネッ
トワークを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装置の演算手段に実行させる
　ことを特徴とした情報処理プログラム。
【請求項２９】
　請求項２２に記載の情報更新プログラムがコンピュータにて読取可能にまたは請求項２
６に記載の情報更新プログラムが演算手段にて読取可能に記録された
　ことを特徴とした情報更新プログラムを記録した記録媒体。
【請求項３０】
　請求項２３に記載の情報配信プログラムがコンピュータにて読取可能にまたは請求項２
７に記載の情報配信プログラムが演算手段にて読取可能に記録された
　ことを特徴とした情報配信プログラムを記録した記録媒体。
【請求項３１】
　請求項２４または請求項２５に記載の情報処理プログラムが第１コンピュータおよび前
記第１コンピュータにネットワークを介して各種情報を送受信可能に接続された第２コン
ピュータにて読取可能に記録された
　ことを特徴とした情報処理プログラムを記録した記録媒体。
【請求項３２】
　請求項２８に記載の情報処理プログラムがサーバ装置および前記サーバ装置にネットワ
ークを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装置にて読取可能に記録された
　ことを特徴とした情報処理プログラムを記録した記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地物に関する地物情報の更新に関する処理を実施する情報更新装置、情報配
信装置、情報処理システム、それらの方法、それらのプログラム、および、それらのプロ
グラムを記録した記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば車載用や携帯用などのナビゲーション装置や携帯電話などの端末装置が有
する地図、あるいは各種施設に関する情報を、サーバ装置からネットワークを介して取得
して更新するナビゲーションシステムが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献１に記載のものは、通信ナビゲーション端末にて、最新の更新要求日時か
ら所定期間経過した地図データ、例えば道路地図や地図上に位置する各種施設に関する情
報を含む地図データを送信する旨の更新要求を通信センタ装置に行う。この後、通信セン
タ装置にて、この送信が要求された地図データが少なくとも部分的にバージョンアップさ
れていることを認識すると、この地図データを通信ナビゲーション端末に送信する。そし
て、通信ナビゲーション端末にて、地図データの更新を実行する。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２０２２０号公報（第１５頁－第２４頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述したような特許文献１のような構成では、例えば地図データの地図上に
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位置する複数の地物のそれぞれに関する地物情報のうち１つの地物情報のみがバージョン
アップされている場合、バージョンアップされていない地物情報を含む地図データが送受
信されるおそれがある。このため、バージョンアップされていなく更新する必要がない地
物情報も送受信され、送受信される各種情報の量が多くなるおそれがあるという問題点が
一例として挙げられる。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みて、地物に関する地物情報を適切に更新可能な情報更新
装置、情報配信装置、情報処理システム、それらの方法、それらのプログラム、および、
それらのプログラムを記録した記録媒体を提供することを１つの目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、情報配信装置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する
地物情報をネットワークを介して取得して更新情報記憶手段に記憶させる情報更新装置で
あって、前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報お
よび前記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、所定領域に存在する前記地物の前
記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識すると、前記地物情報の配信を要求する旨
の配信要求情報を前記情報配信装置に出力するとともに、前記地物情報の前記固有情報を
前記情報配信装置から取得する固有情報取得手段と、この固有情報取得手段で取得した前
記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記取得した前記固有
情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない前記固有情報を選出するとともに、こ
の選出した前記固有情報を前記情報配信装置に出力する選出手段と、この選出手段で選出
した前記固有情報を有する前記地物情報を前記情報配信装置から取得して前記更新情報記
憶手段に記憶させる情報更新手段と、を具備したことを特徴とした情報更新装置である。
【０００８】
　請求項１５に記載の発明は、配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報をネ
ットワークを介して情報更新装置へ配信する情報配信装置であって、前記地物情報は、前
記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前記地物を対応付ける固
有の固有情報と、を有し、前記情報更新装置からの所定領域に存在する前記地物の前記地
物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を認識すると、前記地物情報の前記固有情報を
前記情報更新装置に配信する固有情報配信手段と、この固有情報配信手段で配信した前記
固有情報のうちの前記情報更新装置で選出された前記固有情報を前記情報更新装置から取
得すると、前記選出された固有情報を有する前記地物情報を前記配信情報記憶手段から取
得して前記情報更新装置に配信する地物情報配信手段と、を具備したことを特徴とした情
報配信装置である。
【０００９】
　請求項１６に記載の発明は、請求項１ないし請求項１４のいずれかに記載の情報更新装
置と、この情報更新装置にネットワークを介して各種情報が送受信可能に接続された請求
項１５に記載の情報配信装置と、を具備し、前記情報更新装置の前記固有情報取得手段は
、前記取得要求情報を認識すると、前記配信要求情報を前記ネットワークを介して出力し
、前記情報更新装置の前記選出手段は、前記選出した固有情報を前記ネットワークを介し
て出力することを特徴とした情報処理システムである。
【００１０】
　請求項１７に記載の発明は、請求項７、請求項１０ないし請求項１４のいずれかに記載
の情報更新装置と、この情報更新装置にネットワークを介して各種情報が送受信可能に接
続された請求項１５に記載の情報配信装置と、を具備し、前記情報更新装置の前記固有情
報取得手段は、前記取得要求情報を認識すると、前記配信要求情報を前記ネットワークを
介して出力し、前記情報更新装置の前記選出手段は、前記選出した固有情報を前記ネット
ワークを介して出力し、前記情報配信装置の前記固有情報配信手段は、前記固有情報に対
応する前記有効期限情報を前記ネットワークを介して配信することを特徴とした情報処理
システムである。
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【００１１】
　請求項１８に記載の発明は、サーバ装置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する
地物情報を、前記サーバ装置にネットワークを介して各種情報を送受信可能に接続された
端末装置で受信して更新情報記憶手段に記憶させる情報処理システムであって、前記地物
情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前記地物を対
応付ける固有の固有情報と、を有し、前記サーバ装置は、前記端末装置からの所定領域に
存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を認識すると、前記
地物情報の前記固有情報を前記端末装置に配信する固有情報配信手段と、この固有情報配
信手段で配信した前記固有情報のうちの前記端末装置で選出された前記固有情報を前記端
末装置から取得すると、前記選出された固有情報を有する前記地物情報を前記配信情報記
憶手段から取得して前記端末装置に配信する地物情報配信手段と、を備え、前記端末装置
は、前記所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識
すると、前記配信要求情報を前記サーバ装置に出力するとともに、前記地物情報の前記固
有情報を前記サーバ装置から取得する固有情報取得手段と、この固有情報取得手段で取得
した前記固有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記取得した前
記固有情報から前記更新情報記憶手段に記憶されていない前記固有情報を選出するととも
に、この選出した前記固有情報を前記サーバ装置に出力する選出手段と、この選出手段で
選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記サーバ装置から取得して前記更新情報
記憶手段に記憶させる情報更新手段と、を備えたことを特徴とした情報処理システムであ
る。
【００１２】
　請求項１９に記載の発明は、演算手段により、情報配信装置の配信情報記憶手段に記憶
された地物に関する地物情報をネットワークを介して取得して更新情報記憶手段に記憶さ
せる情報更新方法であって、前記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、
この地物案内情報および前記地物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、前記演算手段
は、所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情報を認識する
と、前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を前記情報配信装置に出力するとと
もに、前記地物情報の前記固有情報を前記情報配信装置から取得し、この取得した前記固
有情報および前記更新情報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記取得した前記固有情報
から前記更新情報記憶手段に記憶されていない前記固有情報を選出するとともに、この選
出した前記固有情報を前記情報配信装置に出力し、この選出した前記固有情報を有する前
記地物情報を前記情報配信装置から取得して前記更新情報記憶手段に記憶させることを特
徴とした情報更新方法である。
【００１３】
　請求項２０に記載の発明は、演算手段により、配信情報記憶手段に記憶された地物に関
する地物情報をネットワークを介して情報更新装置へ配信する情報配信方法であって、前
記地物情報は、前記地物の案内に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前記地
物を対応付ける固有の固有情報と、を有し、前記演算手段は、前記情報更新装置からの所
定領域に存在する前記地物の前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を認識する
と、前記地物情報の前記固有情報を前記情報更新装置に配信し、この配信した前記固有情
報のうちの前記情報更新装置で選出された前記固有情報を前記情報更新装置から取得する
と、前記選出された固有情報を有する前記地物情報を前記配信情報記憶手段から取得して
前記情報更新装置に配信することを特徴とした情報配信方法である。
【００１４】
　請求項２１に記載の発明は、サーバ装置の演算手段および前記サーバ装置にネットワー
クを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装置の演算手段により、前記サーバ装
置の配信情報記憶手段に記憶された地物に関する地物情報を、前記端末装置で受信させて
更新情報記憶手段に記憶させる情報処理方法であって、前記地物情報は、前記地物の案内
に関する地物案内情報と、この地物案内情報および前記地物を対応付ける固有の固有情報
と、を有し、前記サーバ装置の演算手段は、前記端末装置からの所定領域に存在する前記
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地物の前記地物情報の配信を要求する旨の配信要求情報を認識して、前記地物情報の前記
固有情報を前記端末装置に配信し、この配信した前記固有情報のうちの前記端末装置で選
出された前記固有情報を前記端末装置から取得して、前記選出された固有情報を有する前
記地物情報を前記配信情報記憶手段から取得して前記端末装置に配信し、前記端末装置の
演算手段は、前記所定領域に存在する前記地物の前記地物情報を取得する旨の取得要求情
報を認識して、前記配信要求情報を前記サーバ装置に出力するとともに、前記地物情報の
前記固有情報を前記サーバ装置から取得し、この取得した前記固有情報および前記更新情
報記憶手段の前記固有情報を比較し、前記取得した前記固有情報から前記更新情報記憶手
段に記憶されていない前記固有情報を選出するとともに、この選出した前記固有情報を前
記サーバ装置に出力し、前記選出した前記固有情報を有する前記地物情報を前記サーバ装
置から取得して前記更新情報記憶手段に記憶させることを特徴とした情報処理方法である
。
【００１５】
　請求項２２に記載の発明は、コンピュータを請求項１ないし請求項１４のいずれかに記
載の情報更新装置として機能させることを特徴とした情報更新プログラムである。
【００１６】
　請求項２３に記載の発明は、コンピュータを請求項１５に記載の情報配信装置として機
能させることを特徴とした情報配信プログラムである。
【００１７】
　請求項２４に記載の発明は、第１コンピュータおよび前記第１コンピュータにネットワ
ークを介して各種情報を送受信可能に接続された第２コンピュータを請求項１６または請
求項１７に記載の情報更新装置と情報配信装置とを具備する情報処理システムとして機能
させることを特徴とした情報処理プログラムである。
　請求項２５に記載の発明は、第１コンピュータおよび前記第１コンピュータにネットワ
ークを介して各種情報を送受信可能に接続された第２コンピュータを請求項１８に記載の
端末装置とサーバ装置とを具備する情報処理システムとして機能させることを特徴とした
情報処理プログラムである。
【００１８】
　請求項２６に記載の発明は、請求項１９に記載の情報更新方法を演算手段に実行させる
ことを特徴とした情報更新プログラムである。
【００１９】
　請求項２７に記載の発明は、請求項２０に記載の情報配信方法を演算手段に実行させる
ことを特徴とした情報配信プログラムである。
【００２０】
　請求項２８に記載の発明は、請求項２１に記載の情報処理方法をサーバ装置の演算手段
および前記サーバ装置にネットワークを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装
置の演算手段に実行させることを特徴とした情報処理プログラムである。
【００２１】
　請求項２９に記載の発明は、請求項２２に記載の情報更新プログラムがコンピュータに
て読取可能にまたは請求項２６に記載の情報更新プログラムが演算手段にて読取可能に記
録されたことを特徴とした情報更新プログラムを記録した記録媒体である。
【００２２】
　請求項３０に記載の発明は、請求項２３に記載の情報配信プログラムがコンピュータに
て読取可能にまたは請求項２７に記載の情報配信プログラムが演算手段にて読取可能に記
録されたことを特徴とした情報配信プログラムを記録した記録媒体である。
【００２３】
　請求項３１に記載の発明は、請求項２４または請求項２５に記載の情報処理プログラム
が第１コンピュータおよび前記第１コンピュータにネットワークを介して各種情報を送受
信可能に接続された第２コンピュータにて読取可能に記録されたことを特徴とした情報処
理プログラムを記録した記録媒体である。
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　請求項３２に記載の発明は、請求項２８に記載の情報処理プログラムがサーバ装置およ
び前記サーバ装置にネットワークを介して各種情報を送受信可能に接続された端末装置に
て読取可能に記録されたことを特徴とした情報処理プログラムを記録した記録媒体である
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に、本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。本実施の形態では、本発明
の情報処理システムとしてのナビゲーションシステムであって、移動体である例えば車両
の走行を案内誘導する構成を例示して説明する。なお、本発明の情報処理システムとして
は、車両の走行を案内誘導する構成に限らず、いずれの移動体の交通状況を報知する構成
が対象となる。図１は、本実施の形態におけるナビゲーションシステムの概略構成を示す
ブロック図である。図２は、サーバ装置の概略構成を示すブロック図である。図３は、地
図情報を構成する表示用データのテーブル構造を模式的に示す概念図である。図４は、地
図情報を構成するサーバＰＯＩベースデータ情報および端末ＰＯＩベースデータ情報のテ
ーブル構造を模式的に示す概念図である。図５は、地図情報を構成するマッチングデータ
のテーブル構造を模式的に示す概念図である。図６は、サーバＰＯＩリスト情報および端
末ＰＯＩリスト情報のテーブル構造を模式的に示す概念図である。図７は、サーバ装置を
構成するＣＰＵの概略構成を示すブロック図である。図８は、端末装置の概略構成を示す
ブロック図である。図９は、端末装置を構成する処理部の概略構成を示すブロック図であ
る。図１０は、有効期限切れのＰＯＩアイコンを含まない移動経路地図の表示画面の一例
を示す模式図である。図１１は、有効期限切れのＰＯＩアイコンを含む表示矩形範囲の表
示画面の一例を示す模式図である。
【００２５】
〔ナビゲーションシステムの構成〕
　図１において、１００はナビゲーションシステムである。このナビゲーションシステム
１００は、例えば車両や航空機、船舶などの移動体の移動の状態に対応して案内を報知す
るシステムである。そして、ナビゲーションシステム１００は、ネットワーク２００と、
サーバ装置３００と、端末装置４００と、を備えている。
【００２６】
　ネットワーク２００には、サーバ装置３００および端末装置４００が接続されている。
そして、ネットワーク２００は、サーバ装置３００と端末装置４００とを情報の送受信が
可能な状態に接続する。このネットワーク２００としては、例えばＴＣＰ／ＩＰなどの汎
用のプロトコルに基づくインターネット、イントラネット、ＬＡＮ(Local Area Network)
、無線媒体により情報が送受信可能な複数の基地局がネットワークを構成する通信回線網
や放送網などのネットワーク、さらには、サーバ装置３００および端末装置４００間で情
報を直接送受信するための媒体となる無線媒体自体などが例示できる。ここで、無線媒体
としては、電波、光、音波、電磁波などのいずれの媒体をも適用できる。
【００２７】
　サーバ装置３００は、ネットワーク２００を介して端末装置４００と情報の送受信が可
能となっている。また、サーバ装置３００は、気象庁や警視庁などの各種官庁、民間団体
、ＶＩＣＳ（Vehicle Information Communication System：道路交通情報通信システム）
、企業などの各種機関に設置された図示しないサーバなどから、ネットワーク２００を介
して各種情報を取得可能となっている。この取得する情報としては、例えば気象情報や、
渋滞、交通事故、工事、交通規制などの交通情報（以下、ＶＩＣＳデータと称す）、ガソ
リンスタンドや飲食店などの各種店舗に関する店舗情報など、車両の移動に関する情報、
すなわち車両の移動の際に利用される各種の移動関連情報が例示できる。そして、サーバ
装置３００は、図２に示すように、インターフェース３１０と、入力部３２０と、表示部
３３０と、配信情報記憶手段としてのサーバ記憶手段３４０と、演算手段としてのＣＰＵ
（Central Processing Unit）３５０と、などを備えている。
【００２８】
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　インターフェース３１０は、ネットワーク２００を介して端末装置４００に接続される
とともに、ＣＰＵ３５０に接続されている。このインターフェース３１０は、ネットワー
ク２００を介して入力されるサーバ信号Ｓsに対してあらかじめ設定されている入力イン
ターフェース処理を実行し、処理サーバ信号としてＣＰＵ３５０へ出力する。また、イン
ターフェース３１０は、ＣＰＵ３５０から端末装置４００に対して送信すべき処理サーバ
信号が入力されると、入力された処理サーバ信号に対してあらかじめ設定されている出力
インターフェース処理を実行し、サーバ信号Ｓsとしてネットワーク２００を介して端末
装置４００へ出力する。なお、サーバ信号Ｓsは、処理サーバ信号に記載された情報に基
づいて、適宜所定の端末装置４００のみに出力させることも可能である。
【００２９】
　入力部３２０は、例えばキーボードやマウスなどで、入力操作される図示しない各種操
作ボタンや操作つまみなどを有している。これら操作ボタンや操作つまみなどの入力操作
は、サーバ装置３００の動作内容の設定や、サーバ記憶手段３４０に記憶する情報の設定
入力、サーバ記憶手段３４０に記憶された情報の更新、などの設定事項の設定入力である
。そして、入力部３２０は、設定事項の入力操作により、設定事項に対応する信号をＣＰ
Ｕ３５０へ適宜出力して設定入力させる。なお、入力操作としては、操作ボタンや操作つ
まみなどの操作に限らず、例えば表示部３３０に設けられたタッチパネルによる入力操作
や、音声による入力操作などにより、各種設定事項を設定入力する構成としてもできる。
【００３０】
　表示部３３０は、ＣＰＵ３５０にて制御されＣＰＵ３５０からの画像データの信号を画
面表示させる。この表示部３３０としては、例えば液晶パネルや有機ＥＬ（Electro Lumi
nescence）パネル、ＰＤＰ（Plasma Display Panel）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）、Ｆ
ＥＤ（Field Emission Display）、電気泳動ディスプレイパネルなどが例示できる。また
、この表示部３３０に表示させる画像データとしては、サーバ記憶手段３４０からの画像
データやネットワーク２００を介して外部のサーバから取得した画像データなどが例示で
きる。
【００３１】
　サーバ記憶手段３４０は、端末装置４００あるいは外部のサーバなどから受信した各種
情報、例えば図３ないし図５に示すような地図情報を適宜に読み出し可能に記憶する図示
しないサーバ地図記憶領域と、図６に示すような少なくとも１つのサーバＰＯＩ（Point 
Of Interest）リスト情報（以下、サーバＰＯＩリストと称す）６００を適宜読み出し可
能に記憶する図示しないサーバリスト記憶領域と、などを備えている。このサーバ記憶手
段３４０としては、ＨＤ（Hard Disc）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、光ディス
ク、メモリカードなどの記録媒体に読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどが例
示できる。なお、格納する情報として例えば入力部３２０の入力操作により入力された情
報をも記憶可能で、入力操作により格納された情報の内容が適宜更新可能となっている。
また、サーバ記憶手段３４０には、サーバ装置３００全体およびナビゲーションシステム
１００全体を動作制御するＯＳ（Operating System）上に展開される各種プログラムなど
をも情報として記憶している。
【００３２】
　ここで、地図情報は、例えば図３に示すような表示用データＶＭと、例えば図４に示す
ような少なくとも１つの地物情報としてのサーバＰＯＩベースデータ情報（以下、サーバ
ベースデータと称す）５００と、例えば図５に示すようなマッチングデータＭＭと、図示
しない移動経路探索用地図データと、などを備えている。
【００３３】
　表示用データＶＭは、例えばそれぞれ固有の番号や記号である矩形コードが付加された
複数の表示用メッシュ情報ＶＭxを備えている。すなわち、表示用データＶＭは、一部の
領域に関する表示用メッシュ情報ＶＭxに複数分割され、表示用メッシュ情報ＶＭxが縦横
に複数連続して構成されている。なお、表示用メッシュ情報ＶＭxは、適宜一部の領域に
関する下層の表示用メッシュ情報ＶＭxにさらに複数分割されていてもよい。各表示用メ
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ッシュ情報ＶＭxは、設定された一辺の長さ、すなわち実際の地形上の長さを地図の縮尺
に応じて短縮した長さで矩形状に分割され、所定の角部分に地図情報の全体、例えば地球
の地図における絶対座標ＺＰの情報を有している。
【００３４】
　そして、表示用メッシュ情報ＶＭxは、例えば交差点の名称などの名称情報ＶＭxＡと、
道路情報ＶＭxＢと、背景情報ＶＭxＣと、にて構成されている。名称情報ＶＭxＡは、そ
の領域における例えば交差点の名称や地域の名称などを絶対座標ＺＰとの位置関係で所定
の位置に配置表示させるデータのテーブル構造に構成されている。道路情報ＶＭxＢは、
その領域における道路を絶対座標ＺＰとの位置関係で所定の位置に配置表示させるデータ
のテーブル構造に構成されている。背景情報ＶＭxＣは、著名な場所や建造物などを示す
マークや、その著名な場所や建造物などを示す画像情報などを絶対座標ＺＰとの位置関係
で所定の位置に配置表示させるデータのテーブル構造に構成されている。
【００３５】
　サーバベースデータ５００は、表示用メッシュ情報ＶＭxで表示される地図上の所定の
位置に存在する地物としての施設、例えばガソリンスタンドや駐車場あるいはコンビニエ
ンスストアなどに関する情報である。そして、サーバベースデータ５００は、固有情報と
してのＰＯＩＩＤ（identification）情報５１０と、有効期限情報５２０と、位置情報５
３０と、地物案内情報としてのアイコンデータ５４０と、地物案内情報としてのＰＯＩ関
連情報５５０と、を備えている。ＰＯＩＩＤ情報５１０は、サーバベースデータ５００に
対応する施設と、各情報５３０，５５０およびアイコンデータ５４０と、を対応付ける固
有の番号や記号などのＩＤ（以下、ＰＯＩＩＤと称す）に関する情報である。有効期限情
報５２０は、サーバベースデータ５００の有効期限の日時を示す情報である。この有効期
限情報５２０で示される日時としては、例えば施設が位置情報５３０で示される位置に存
在している期間に対応する日時や、ＰＯＩ関連情報５５０で示される例えばイベント開催
期間に対応する日時などが例示できる。位置情報５３０は、表示用メッシュ情報ＶＭxの
地図上における施設の位置を絶対座標ＺＰに対する座標で示す情報である。アイコンデー
タ５４０は、施設固有のマークやデザインされた文字などをＰＯＩアイコンＴｎ（ｎは自
然数）（例えば、図１０参照）として表示させるデータである。このアイコンデータ５４
０で表示されるＰＯＩアイコンＴｎは、背景情報ＶＭxＣにより表示されるマークなどと
比べて、利用者に地図上における施設の特定を容易にさせることができるものとされてい
る。ＰＯＩ関連情報５５０は、施設に関連する各種情報、例えば名称、住所、ジャンル、
営業時間、ホームページアドレス、施設紹介、イベント開催などに関する情報である。
【００３６】
　なお、例えば施設が新設された場合、この施設のサーバベースデータ５００が入力部３
２０による設定入力や他のサーバなどからの取得などにより新たに記憶される。また、施
設が閉鎖された場合、この施設のサーバベースデータ５００が削除される。さらに、例え
ば施設のイベント開催の延長などサーバベースデータ５００の有効期限が変更される場合
、従来記憶されているサーバベースデータ５００の有効期限情報５２０が変更される。ま
た、例えば施設の移転や新たなイベント開催などサーバベースデータ５００の有効期限以
外の内容が変更される場合、従来記憶されていたサーバベースデータ５００が削除される
。そして、新たなＰＯＩＩＤが付加され各情報５３０，５５０やアイコンデータ５４０が
変更されたサーバベースデータ５００が記憶される。
【００３７】
　マッチングデータＭＭは、表示用データＶＭと同様に、例えばそれぞれ固有の番号や記
号である矩形コードが付加された一部の領域に関するマッチングメッシュ情報ＭＭxに複
数分割され、マッチングメッシュ情報ＭＭxが縦横に複数連続して構成されている。なお
、マッチングメッシュ情報ＭＭxは、適宜一部の領域に関する下層のマッチングメッシュ
情報ＭＭxにさらに複数分割されていてもよい。各マッチングメッシュ情報ＭＭxは、実際
の地形上の長さを地図の縮尺に応じて短縮した長さで矩形状に分割され、所定の角部分に
地図情報の全体における絶対座標ＺＰの情報を有している。なお、マッチングメッシュ情
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報ＭＭxは、表示用メッシュ情報ＶＭxと異なる領域を表すデータ構造、すなわち分割され
る領域の縮尺が異なっていてもよい。ここで、縮尺が同一であれば矩形コードを用いてデ
ータを関連付けておけばよく、縮尺が異なる場合であれば例えば絶対座標を用いてデータ
を関連付けるなどすればよい。
【００３８】
　そして、マッチングデータＭＭは、例えば車両の移動状態を地図情報に重畳させて表示
させる際に、車両を表す表示が道路上ではなく建物上に位置するなどの誤表示を防止する
ため、車両を表す表示が道路上に位置するように表示を修正するマップマッチング処理に
利用される。このマッチングデータＭＭは、複数のリンク列ブロック情報を有している。
【００３９】
　リンク列ブロック情報は、図５に示すように、道路を構成し地点を表すノードＮを結ぶ
線分であるリンクＬが、所定の規則性で複数関連付けられたデータのテーブル構造である
。具体的には、道路の所定の長さ例えば甲州街道や青梅街道などの連続する道路のように
、リンクＬが折れ線上にそれぞれ連なった連続するリンク列となるもので関連付けられて
いる。そして、リンクＬは、各リンクＬ毎に付加された固有の番号である線分固有情報と
、リンクＬが結ぶ２つのノードＮを表す固有の番号などのノード情報とを有している。さ
らに、リンクＬは、ＶＩＣＳリンクに関連付けられ、ＶＩＣＳデータと地図表示との位置
関係が対応するようになっている。また、ノードＮは、各道路の交差点や屈曲点、分岐点
、合流点などの結節点に相当する。そして、ノードＮに関する情報は、リンク列ブロック
情報におけるノードＮ毎に付加された固有の番号である地点固有情報と、各ノードＮが存
在する位置の座標情報と、交差点や分岐点などの複数のリンクが交差する分岐位置か否か
のフラグ情報と、を有している。
【００４０】
　さらに、マッチングデータＭＭのリンク列ブロック情報には、道路の構成に関する情報
、例えば車線数、幅員、信号の数、本線か否か、国道や県道、有料道路などの種別やトン
ネル内などの構成などが関連付けられている。これら道路の構成に関する情報により、表
示用データＶＭに対応して道路を地図表示可能となっている。
【００４１】
　サーバＰＯＩリスト６００は、例えば表示用メッシュ情報ＶＭxの矩形領域に対応する
サーバベースデータ５００のリストに関する情報である。このサーバＰＯＩリスト６００
は、矩形コード情報６１０と、少なくとも１つのＰＯＩ個別情報６２０と、を備えている
。矩形コード情報６１０は、例えば表示用メッシュ情報ＶＭxに付加された矩形コードを
示す情報である。ＰＯＩ個別情報６２０は、矩形コードの矩形領域に存在する１つの施設
のサーバベースデータ５００に関する情報である。そして、ＰＯＩ個別情報６２０は、サ
ーバベースデータ５００のＰＯＩＩＤ情報５１０と同じＰＯＩＩＤが記載された固有情報
としての個別ＰＯＩＩＤ情報６２１と、有効期限情報５２０と同じ有効期限が記載された
有効期限情報としての個別有効期限情報６２２と、などを備えている。
【００４２】
　なお、新たなサーバベースデータ５００がサーバ地図記憶領域に記憶された場合、この
サーバベースデータ５００に対応するＰＯＩ個別情報６２０がサーバＰＯＩリスト６００
に組み込まれる。また、ＰＯＩ個別情報６２０は、対応するサーバベースデータ５００が
サーバ地図記憶領域から削除された場合、入力部３２０による設定入力やＣＰＵ３５０の
制御などによりサーバＰＯＩリスト６００から削除される。さらに、個別有効期限情報６
２２は、対応する有効期限情報５２０の内容が更新された場合、同様に更新される。
【００４３】
　移動経路探索用地図情報は、例えばマッチングデータＭＭと同様のテーブル構造、すな
わち道路を表すノードＮのように地点を表す地点情報とリンクＬのように地点を結ぶ線分
情報とを有したテーブル構造で、各候補経路を探索するために道路を表すための情報構造
となっている。
【００４４】
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　さらに、サーバ記憶手段３４０には、端末装置４００を用いてナビゲーションシステム
１００を利用する利用者に関する情報である個人情報が記憶されている。個人情報として
は、氏名、住所、利用者毎に付与されるＩＤナンバやパスワードなどの他、ナビゲーショ
ンシステム１００を利用する端末装置４００の形態、端末装置４００と情報を送受信する
ためのアドレス番号、などである。その他、サーバ記憶手段３４０には、ナビゲーション
処理の実行に利用される各種情報を、ＣＰＵ３５０にて適宜読み取り可能に記憶する。
【００４５】
　ＣＰＵ３５０は、サーバ記憶手段３４０に記憶された各種プログラムとして、図７に示
すように、地図出力手段３５１と、ＶＩＣＳデータ取得手段３５２と、経路探索手段３５
３と、固有情報配信手段としてのリスト出力手段３５４と、地物情報配信手段としてのベ
ースデータ出力手段３５５と、サーバ情報検索手段３５６と、などを備えている。ここで
、リスト出力手段３５４およびベースデータ出力手段３５５にて、本発明の情報配信装置
が構成されている。
【００４６】
　地図出力手段３５１は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サーバ信号に
記載された地図情報に関する情報の配信を要求する旨の情報により、サーバ記憶手段３４
０に記憶された地図情報のうちの要求された情報、例えば所定の領域に対応した表示用デ
ータＶＭやマッチングデータＭＭなどの地図情報を検索して読み出す。そして、読み出し
た地図情報を処理サーバ信号として適宜変換し、インターフェース３１０およびネットワ
ーク２００を介して所定のあるいは全ての端末装置４００に出力し、地図情報の要求され
た情報を配信する。
【００４７】
　ＶＩＣＳデータ取得手段３５２は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サ
ーバ信号に記載された経路の探索要求に関する情報などにより、図示しないＶＩＣＳから
渋滞、交通事故、工事、交通規制などのＶＩＣＳデータを取得する。
【００４８】
　経路探索手段３５３は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サーバ信号に
記載された経路の探索要求に関する情報により、サーバ記憶手段３４０に記憶された地図
情報を用いて移動経路を演算して探索する。具体的には、経路探索手段３５３は、端末装
置４００から後述する、現在位置情報、目的地情報、および、経路設定のための設定事項
情報などを取得するとともに、ＶＩＣＳデータ取得手段３５２からＶＩＣＳデータを取得
する。さらに、これら取得した各種情報やＶＩＣＳデータに基づいて地図情報の移動経路
探索用地図情報やマッチングデータＭＭを利用し、例えば車両が通行可能な道路を探索す
る。そして、所要時間が短い経路、あるいは交通渋滞や交通規制場所を回避した経路など
を設定した移動経路情報を生成する。また、移動経路情報は、例えば車両の走行の際に誘
導して走行を補助する経路案内情報をも有する。この経路案内情報は、端末装置４００で
適宜表示あるいは音声出力され、走行が補助される。そして、生成した移動経路情報を処
理サーバ信号として適宜変換し、インターフェース３１０およびネットワーク２００を介
して所定のあるいは全ての端末装置４００に出力し、移動経路を通知する。
【００４９】
　リスト出力手段３５４は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サーバ信号
に記載された所定のサーバＰＯＩリスト６００を配信する旨を要求する配信要求情報とし
てのリスト要求情報により、サーバリスト記憶領域からサーバＰＯＩリスト６００を検索
して読み出す。具体的には、リスト出力手段３５４は、端末装置４００からリスト要求情
報を取得すると、このリスト要求情報に記載された矩形コードを認識する。そして、この
矩形コードが記載された矩形コード情報６１０を検索し、この検索した矩形コード情報６
１０を有するサーバＰＯＩリスト６００を読み出す。そして、この読み出したサーバＰＯ
Ｉリスト６００を処理サーバ信号として適宜変換し、インターフェース３１０およびネッ
トワーク２００を介して所定の端末装置４００に出力し、サーバＰＯＩリスト６００を配
信する。
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【００５０】
　ベースデータ出力手段３５５は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サー
バ信号に記載された所定のサーバベースデータ５００を配信する旨を要求するベースデー
タ要求情報により、サーバ地図記憶領域からサーバベースデータ５００を検索して読み出
す。具体的には、ベースデータ出力手段３５５は、端末装置４００からベースデータ要求
情報を取得すると、このベースデータ要求情報に記載されたＰＯＩＩＤを認識する。そし
て、このＰＯＩＩＤが記載されたＰＯＩＩＤ情報５１０を検索し、この検索したＰＯＩＩ
Ｄ情報５１０を有するサーバベースデータ５００を読み出す。そして、この読み出したサ
ーバベースデータ５００を処理サーバ信号として適宜変換し、インターフェース３１０お
よびネットワーク２００を介して所定の端末装置４００に出力し、サーバベースデータ５
００を配信する。
【００５１】
　サーバ情報検索手段３５６は、入力された処理サーバ信号に基づいて、この処理サーバ
信号に記載された所定の施設などに関する情報の検索要求に関する情報により、サーバ記
憶手段３４０のサーバベースデータ５００のＰＯＩ関連情報５５０、あるいはＰＯＩ関連
情報５５０の一部などを検索して読み出す。そして、この読み出したＰＯＩ関連情報５５
０の少なくとも一部などを処理サーバ信号として適宜変換し、インターフェース３１０お
よびネットワーク２００を介して所定の端末装置４００に出力し、施設などに関する情報
を配信する。
【００５２】
　また、ＣＰＵ３５０は、入力部３２０の入力操作により入力部３２０から入力される信
号に基づいて、入力操作に対応する内容で適宜演算し、信号などを適宜生成する。そして
、生成した信号を表示部３３０やインターフェース３１０、サーバ記憶手段３４０に適宜
出力して動作させ、入力された内容を実施させる。
【００５３】
　端末装置４００は、例えば移動体としての車両に搭載される車載型、携帯型、ＰＤＡ（
Personal Digital Assistant）、携帯電話、ＰＨＳ(Personal Handyphone System)、携帯
型パーソナルコンピュータなどである。端末装置４００は、サーバ装置３００からネット
ワーク２００を介して配信される地図情報、移動経路情報、サーバＰＯＩリスト６００、
サーバベースデータ５００などを取得し、この地図情報などに基づいて、現在位置や目的
地に関する情報、目的地までのルート表示、最寄りの所定の施設の検索やその表示あるい
は施設のサービス内容に関する情報の表示などを実施する。そして、端末装置４００は、
図８に示すように、送受信器４１０と、センサ部４２０と、端末入力部４３０と、報知手
段としての表示手段である端末表示部４４０と、報知手段としての音声出力部４５０と、
更新情報記憶手段としての端末記憶手段４６０と、メモリ４７０と、演算手段としての処
理部４８０と、などを備えている。
【００５４】
　送受信器４１０は、ネットワーク２００を介してサーバ装置３００に接続されるととも
に、処理部４８０に接続されている。この送受信器４１０は、ネットワーク２００を介し
てサーバ装置３００から端末信号Ｓtを受信可能で、この端末信号Ｓtの取得によりあらか
じめ設定されている入力インターフェース処理を実施し、処理端末信号として処理部４８
０に出力する。また、送受信器４１０は、処理部４８０から処理端末信号が入力可能で、
この入力される処理端末信号の取得によりあらかじめ設定されている出力インターフェー
ス処理を実施し、端末信号Ｓtとしてネットワーク２００を介してサーバ装置３００に送
信する。
【００５５】
　センサ部４２０は、移動体である例えば車両の移動の状態、すなわち現在位置や走行状
況などを検出して処理部４８０に所定の信号として出力する。このセンサ部４２０は、例
えば図示しない、ＧＰＳ（Global Positioning System）受信部と、速度センサと、方位
角センサと、加速度センサと、などを備えている。ＧＰＳ受信部は、図示しない人工衛星
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であるＧＰＳ衛星から出力される航法電波を図示しないＧＰＳアンテナにて受信する。そ
して、受信した航法電波に対応した信号に基づいて現在位置の擬似座標値を演算し、ＧＰ
Ｓデータとして処理部４８０に出力する。速度センサは、車両の走行速度に対応して変動
する信号に基づいて、車両の走行速度を検出し、速度データとして処理部４８０へ出力す
る。方位角センサは、図示しないいわゆるジャイロセンサを有し、車両の方位角すなわち
車両が前進する走行方向を検出し、方位角データとして処理部４８０へ出力する。加速度
センサは、車両の走行方向における加速度を検出し、加速度データとして処理部４８０へ
出力する。
【００５６】
　端末入力部４３０は、例えばキーボードやマウスなどで、入力操作される図示しない各
種操作ボタンや操作つまみなどを有している。この操作ボタンや操作つまみの入力操作の
内容としては、例えば端末装置４００の動作内容の設定などの設定事項である。具体的に
は、取得する情報の内容や取得する条件などの設定、目的地の設定、探索する経路に関す
る設定事項情報の設定、情報の検索、車両の移動状況である走行状態を表示させるなどが
例示できる。そして、端末入力部４３０は、設定事項の入力操作により、所定の信号を処
理部４８０へ適宜出力して設定させる。なお、この端末入力部４３０としては、操作ボタ
ンや操作つまみなどの入力操作に限らず、例えば端末表示部４４０に設けられたタッチパ
ネルによる入力操作や、音声による入力操作など、各種設定事項を設定入力可能ないずれ
の構成が適用できる。
【００５７】
　端末表示部４４０は、処理部４８０にて制御され処理部４８０からの画像データの信号
を画面表示させる。画像データとしては、例えば地図情報などの画像データの他、図示し
ないＴＶ受信機で受信したＴＶ画像データ、外部装置など光ディスクや磁気ディスク、メ
モリカードなどの記録媒体に記録されドライブやドライバなどにて読み取った画像データ
、メモリ４７０からの画像データなどである。この端末表示部４４０としては、サーバ装
置３００の表示部３３０と同様の構成、すなわち例えば液晶パネルや有機ＥＬパネル、Ｐ
ＤＰ、ＣＲＴ、ＦＥＤ、電気泳動ディスプレイパネルなどが例示できる。
【００５８】
　音声出力部４５０は、例えば図示しないスピーカなどの発音手段を有する。この音声出
力部４５０は、処理部４８０にて制御され、処理部４８０からの音声データなどの各種信
号を発音手段から音声により出力する。音声により出力する情報としては例えば車両の走
行方向や走行状況、交通状況などで、車両の走行を案内する上で運転者などの搭乗者に報
知する。なお、発音手段は、例えばＴＶ受信機で受信したＴＶ音声データや記録媒体さら
にはメモリ４７０などに記録された音声データなどをも適宜出力可能である。また、音声
出力部４５０は、発音手段を設けた構成に限らず、車両に配設されている発音手段を利用
する構成としてもよい。
【００５９】
　端末記憶手段４６０は、例えば図４に示すような少なくとも１つの地物情報としての端
末ＰＯＩベースデータ情報（以下、端末ベースデータと称す）７００を適宜読み出し可能
に記憶する図示しない端末ベース記憶領域と、例えば図６に示すような少なくとも１つの
端末ＰＯＩリスト情報（以下、端末ＰＯＩリストと称す）８００を適宜読み出し可能に記
憶する図示しない端末リスト記憶領域と、などを備えている。この端末記憶手段４６０と
しては、サーバ記憶手段３４０と同様の構成、すなわちＨＤ、ＤＶＤ、光ディスク、メモ
リカードなどの記録媒体に読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどが例示できる
。
【００６０】
　端末ベースデータ７００は、サーバベースデータ５００と同様の情報、すなわち地図上
の所定の位置に存在する施設などに関する情報である。この端末ベースデータ７００は、
処理部４８０によりサーバ装置３００から取得するサーバＰＯＩリスト６００に基づいて
、端末ベース記憶領域に適宜記憶、端末ベース記憶領域から適宜削除、あるいは内容が適
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宜更新される。そして、端末ベースデータ７００は、固有情報としてのＰＯＩＩＤ情報７
１０と、有効期限情報７２０と、位置情報７３０と、地物案内情報としてのアイコンデー
タ７４０と、地物案内情報としてのＰＯＩ関連情報７５０と、などを備えている。なお、
ここでは、端末ベースデータ７００がサーバベースデータ５００と同様のデータ構造を有
している場合を例示して説明するが、これに限らず適宜他のデータ構造、例えば複数の端
末ベースデータ７００を１つのデータ構造として関連付ける構成などとしてもよい。
【００６１】
　端末ＰＯＩリスト８００は、サーバＰＯＩリスト６００と同様の情報、すなわち所定の
矩形領域に対応する端末ベースデータ７００のリストに関する情報である。この端末ＰＯ
Ｉリスト８００は、処理部４８０によりサーバ装置３００から取得するサーバＰＯＩリス
ト６００に基づいて、内容が適宜更新される。そして、端末ＰＯＩリスト８００は、矩形
コード情報８１０と、少なくとも１つのＰＯＩ個別情報８２０と、を備えている。また、
ＰＯＩ個別情報８２０は、固有情報としての個別ＰＯＩＩＤ情報８２１と、有効期限情報
としての個別有効期限情報８２２と、などを備えている。なお、ここでは、端末ＰＯＩリ
スト８００がサーバＰＯＩリスト７００と同様のデータ構造を有している場合を例示して
説明するが、これに限らず適宜他のデータ構造、例えば複数の端末ＰＯＩリスト８００を
１つのデータ構造として関連付ける構成などとしてもよい。
【００６２】
　メモリ４７０は、ネットワーク２００を介して取得した各種情報や、端末入力部４３０
で入力操作される設定事項、あるいは音楽データや画像データなどを適宜記憶する。また
、メモリ４７０には、端末装置４００全体を動作制御するＯＳ上に展開される各種プログ
ラムなどを記憶している。なお、メモリ４７０としては、ＨＤや光ディスクなどの記録媒
体に読み出し可能に記憶するドライブやドライバなどを備えた構成としてもよい。
【００６３】
　処理部４８０は、図示しない各種入出力ポート、例えば送受信器４１０が接続される通
信ポート、センサ部４２０のＧＰＳ受信部が接続されるＧＰＳ受信ポート、センサ部４２
０の各種センサがそれぞれ接続されるセンサポート、端末入力部４３０が接続されるキー
入力ポート、端末表示部４４０が接続される表示制御ポート、音声出力部４５０が接続さ
れる音声出力ポート、端末記憶手段４６０が接続される記憶ポート、メモリ４７０が接続
されるメモリポートなどを有する。そして、処理部４８０は、各種プログラムとして、図
９に示すように、現在位置認識手段４８１と、目的地認識手段４８２と、案内報知手段４
８３と、地図情報取得手段としても機能する報知制御手段である表示制御手段４８４と、
マップマッチング手段４８５と、端末情報検索手段４８６と、固有情報取得手段としても
機能する矩形コード認識手段４８７と、固有情報取得手段および選出手段としてのリスト
更新手段４８８と、情報更新手段としてのベースデータ更新手段４８９と、報知制御手段
であるＰＯＩ報知制御手段４９０と、計時手段４９１と、などを備えている。ここで、各
手段４８４，４８７，４８８，４８９，４９０にて、本発明の情報更新装置が構成されて
いる。なお、本発明の情報更新装置としては、表示制御手段４８４およびＰＯＩ報知制御
手段４９０を含まない構成や、表示制御手段４８４を含まない構成としてもよい。
【００６４】
　現在位置認識手段４８１は、車両の現在位置を認識する。具体的には、現在位置認識手
段４８１は、センサ部４２０の速度センサおよび方位角センサから出力される速度データ
および方位角データに基づいて、車両の現在の疑似位置を複数算出する。さらに、ＧＰＳ
受信部から出力される現在位置に関するＧＰＳデータに基づいて、車両の現在の疑似座標
値を認識する。そして、算出した現在の疑似位置と、認識した現在の疑似座標値と、を比
較し、別途取得された地図上における車両の現在位置を算出し、現在位置を認識する。ま
た、加速度センサから出力される加速度データに基づいて、走行する道路の傾斜や高低差
を判断し、車両の現在の疑似位置を算出し、現在位置を認識する。なお、現在位置認識手
段４８１は、現在位置として上述した車両の現在位置の他、端末入力部４３０にて設定入
力された基点となる出発地点などを、疑似現在位置として認識可能である。そして、現在
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位置認識手段４８１で得られた各種情報は、メモリ４７０に適宜記憶される。
【００６５】
　目的地認識手段４８２は、例えば端末入力部４３０の入力操作により設定入力された目
的地に関する目的地情報を取得し、目的地の位置を認識する。この目的地情報としては、
例えば緯度・経度などの座標、住所、電話番号など、場所を特定するための各種情報が利
用可能である。そして、この目的地情報は、メモリ４７０に適宜記憶される。
【００６６】
　案内報知手段４８３は、メモリ４７０に記憶され、車両の走行状況に対応してあらかじ
め取得した移動経路情報などに基づいて車両の移動に関する案内、例えば車両の走行を支
援する内容の案内を、端末表示部４４０による画像表示や音声出力部４５０による発音に
て報知する。具体的には、所定の矢印や記号などを端末表示部４４０の表示画面に表示し
たり、「７００ｍ先、○○交差点を△△方面右方向です。」、「移動経路から逸脱しまし
た。」、「この先、渋滞です。」などの音声出力部４５０における音声により発音したり
、することなどが例示できる。
【００６７】
　表示制御手段４８４は、端末表示部４４０を適宜制御して各種情報を端末表示部４４０
で表示させる。この表示制御手段４８４は、例えば端末入力部４３０による入力操作を促
して各種情報を設定入力するための各種表示画面などをも表示制御する。
【００６８】
　さらに、表示制御手段４８４は、サーバ装置３００から地図情報や移動経路情報を適宜
取得して、例えば図１０に示すような移動経路地図９００を端末表示部４４０の表示領域
４４１に表示させる。ここで、移動経路地図９００の想像線Ｇで区切られる表示矩形範囲
Ｈｍ（ｍは１ないし９）は、少なくとも１つの表示用メッシュ情報ＶＭxの矩形領域、す
なわち少なくとも１つの矩形コードにそれぞれ対応している。なお、表示矩形範囲Ｈｍに
対応付けられる表示用メッシュ情報ＶＭxの数は、移動経路地図９００の縮尺により１つ
、４つ、９つなどに適宜変更される。
【００６９】
　具体的には、表示制御手段４８４は、サーバ装置３００からネットワーク２００を介し
て取得した地図情報の名称情報ＶＭxＡに基づく名称９１０、道路情報ＶＭxＢに基づく道
路９２０、背景情報ＶＭxＣに基づくマーク９３０などを表示させる。また、移動経路情
報に基づく設定移動経路９４０を道路９２０に重畳させて表示させる。そして、現在位置
認識手段４８１で生成された現在位置情報に基づいて、車両の現在位置に対応する位置に
現在位置アイコン９５０を道路９２０に重畳させて表示させる。さらに、移動経路地図９
００を表示させた旨の取得要求情報としての地図表示情報である経路表示情報を矩形コー
ド認識手段４８７へ出力する。なお、ここでは、表示矩形範囲Ｈ１～Ｈ９に区切られた移
動経路地図９００を表示させる構成を例示するが、これに限られず例えば１２個や１６個
など適宜他の個数の表示矩形範囲Ｈｍに区切られた移動経路地図９００を表示させる構成
としてもよい。
【００７０】
　マップマッチング手段４８５は、サーバ装置３００から取得した地図情報に基づいて、
現在位置認識手段４８１にて認識した現在位置を適切に表示させるためのマップマッチン
グ処理をする。このマップマッチング手段４８５は、上述したように、例えばマッチング
データＭＭを用い、例えば移動経路地図９００に重畳して表示される現在位置アイコン９
５０の位置が、道路９２０や設定移動経路９４０から逸脱しないように、現在位置情報を
適宜修正すなわち補正して表示させるマップマッチング処理を実施する。
【００７１】
　端末情報検索手段４８６は、端末入力部４３０にて例えば所定の地域やジャンルあるい
は営業日などに対応する施設を検索する旨の設定入力を認識すると、この所定の地域など
に対応する内容が記載されたＰＯＩ関連情報７５０を検索して取得する。
【００７２】
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　矩形コード認識手段４８７は、リスト更新手段４８８で更新させる端末ＰＯＩリスト８
００に対応する矩形コードを適宜認識する。具体的には、矩形コード認識手段４８７は、
表示制御手段４８４から経路表示情報を取得して移動経路地図９００が表示されたことを
認識すると、この移動経路地図９００における設定移動経路９４０を含む表示矩形範囲Ｈ
ｍを認識する。さらに、この表示矩形範囲Ｈｍを表示させている表示用メッシュ情報ＶＭ
xの矩形コードを認識し、この矩形コードに関する認識矩形コード情報をメモリ４７０に
記憶させる。例えば、図１０に示すような移動経路地図９００が表示されている場合、表
示矩形範囲Ｈ２，Ｈ４，Ｈ５，Ｈ７に対応する矩形コードの認識矩形コード情報をメモリ
４７０に記憶させる。また、ネットワーク２００を介してサーバ装置３００との通信が可
能なことを認識すると、認識矩形コード情報の矩形コードを記載したリスト要求情報を適
宜生成する。そして、このリスト要求情報を処理端末信号として適宜変換し、送受信器４
１０およびネットワーク２００を介してサーバ装置３００に出力する。
【００７３】
　なお、矩形コード認識手段４８７にて、移動経路地図９００における全ての表示矩形範
囲Ｈｍや現在位置を含む表示矩形範囲Ｈｍのみを認識する構成としてもよい。また、移動
経路地図９００が表示されたことを認識した際に表示矩形範囲Ｈｍを認識する構成につい
て例示するが、これに限らず適宜他の状況や状態を認識した際に矩形範囲を認識する構成
としてもよい。すなわち、端末装置４００の電源がオンされた際に、このときの日時に対
応する走行履歴に基づいて予測された移動経路に関する移動経路情報を取得し、この予測
された移動経路に対応する矩形範囲を認識する構成としてもよい。また、個別有効期限情
報８２２の日時が計時手段４９１から取得する後述する現在日時情報の現在日時よりも前
の日時のＰＯＩ個別情報８２０、すなわち有効期限が切れているＰＯＩ個別情報８２０の
数が所定数あるいは所定割合の端末ＰＯＩリスト８００が存在することを認識すると、こ
の端末ＰＯＩリスト８００の矩形コード情報８１０に対応する矩形範囲を認識する構成と
してもよい。さらに、リアルタイムで必要な情報例えば所定の地域における渋滞情報など
を取得する際に、この所定の地域に対応する矩形範囲を認識する構成としてもよい。
【００７４】
　リスト更新手段４８８は、端末ＰＯＩリスト８００を適宜更新する。具体的には、リス
ト更新手段４８８は、メモリ４７０から認識矩形コード情報を取得する。そして、この認
識矩形コード情報の矩形コードが記載された矩形コード情報８１０を端末リスト記憶領域
から検索し、この検索した矩形コード情報８１０を有する端末ＰＯＩリスト８００を取得
する。
【００７５】
　さらに、リスト更新手段４８８は、入力された処理端末信号に基づいて、この処理端末
信号として配信されたサーバＰＯＩリスト６００を取得する。そして、この取得したサー
バＰＯＩリスト６００に対応する端末ＰＯＩリスト８００に、このサーバＰＯＩリスト６
００に存在しない内容のＰＯＩ個別情報８２０があることを認識すると、このＰＯＩ個別
情報８２０を削除する。すなわち、サーバＰＯＩリスト６００の矩形範囲に従前に存在し
現在存在していない施設のＰＯＩ個別情報８２０、または、新たな端末ベースデータ７０
０が記憶された施設の古い端末ベースデータ７００に対応するＰＯＩ個別情報８２０があ
ることを認識すると、このＰＯＩ個別情報８２０を削除する。また、リスト更新手段４８
８は、各ＰＯＩ個別情報８２０の個別ＰＯＩＩＤ情報８２１のＰＯＩＩＤが記載された個
別ＰＯＩＩＤ情報６２１を、サーバＰＯＩリスト６００からそれぞれ検索する。そして、
これら検索した個別ＰＯＩＩＤ情報６２１に対応する個別有効期限情報６２２が、各ＰＯ
Ｉ個別情報８２０の個別有効期限情報８２２と一致しないことを認識すると、この個別有
効期限情報８２２を個別有効期限情報６２２の内容に更新する。すなわち、端末ＰＯＩリ
スト８００に、サーバＰＯＩリスト６００の個別有効期限情報６２２と一致しない個別有
効期限情報８２２があることを認識すると、この個別有効期限情報８２２を更新する。さ
らに、リスト更新手段４８８は、サーバＰＯＩリスト６００に、端末ＰＯＩリスト８００
に存在しない内容のＰＯＩ個別情報６２０があること、すなわちサーバＰＯＩリスト６０
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０に、新たに追加されたＰＯＩ個別情報６２０があることを認識すると、このＰＯＩ個別
情報６２０をＰＯＩ個別情報８２０として端末ＰＯＩリスト８００に組み込む処理をする
。
【００７６】
　ベースデータ更新手段４８９は、端末ベース記憶領域に記憶された端末ベースデータ７
００を適宜削除したり、新たな端末ベースデータ７００を端末ベース記憶領域に適宜記憶
させる処理をする。また、端末ベースデータ７００の有効期限情報７２０の日時を適宜更
新する。具体的には、ベースデータ更新手段４８９は、リスト更新手段４８８により端末
ＰＯＩリスト８００からＰＯＩ個別情報８２０が削除されることを認識すると、このＰＯ
Ｉ個別情報８２０の個別ＰＯＩＩＤ情報８２１のＰＯＩＩＤが記載されたＰＯＩＩＤ情報
７１０を検索する。そして、この検索したＰＯＩＩＤ情報７１０を有する端末ベースデー
タ７００を端末ベース記憶領域から削除する。すなわち、サーバＰＯＩリスト６００の矩
形範囲に従前に存在し現在存在していない施設の端末ベースデータ７００、または、新た
な端末ベースデータ７００が記憶された施設の古い端末ベースデータ７００を削除する。
【００７７】
　また、ベースデータ更新手段４８９は、リスト更新手段４８８により個別有効期限情報
８２２が更新されたことを認識すると、この個別有効期限情報８２２に対応する個別ＰＯ
ＩＩＤ情報８２１のＰＯＩＩＤが記載されたＰＯＩＩＤ情報７１０を検索する。そして、
この検索したＰＯＩＩＤ情報７１０を有する端末ベースデータ７００の有効期限情報７２
０を個別有効期限情報８２２の内容に更新する。
【００７８】
　さらに、ベースデータ更新手段４８９は、リスト更新手段４８８により新たなＰＯＩ個
別情報８２０が端末ＰＯＩリスト８００に組み込まれたことを認識すると、このＰＯＩ個
別情報８２０が有する個別ＰＯＩＩＤ情報８２１のＰＯＩＩＤが記載されたベースデータ
要求情報を適宜生成する。ここで、複数のＰＯＩ個別情報８２０が組み込まれた場合、各
ＰＯＩ個別情報８２０に対応するＰＯＩＩＤをベースデータ要求情報に記載する。そして
、このベースデータ要求情報を処理端末信号として適宜変換し、送受信器４１０およびネ
ットワーク２００を介してサーバ装置３００に出力する。さらに、入力された処理端末信
号に基づいて、この処理端末信号として配信されたサーバベースデータ５００を取得する
。そして、このサーバベースデータ５００を端末ベースデータ７００として端末ベース記
憶領域に記憶させる。なお、例えば以下のような構成としてもよい。すなわち、複数のＰ
ＯＩ個別情報８２０が組み込まれた場合であっても、１つのＰＯＩ個別情報８２０に対応
するＰＯＩＩＤを記載したベースデータ要求情報をサーバ装置３００に出力するとともに
、１つのサーバベースデータ５００をサーバ装置３００から取得して端末ベースデータ７
００として記憶させる。そして、他の１つのＰＯＩ個別情報８２０に対応するベースデー
タ要求情報を出力する構成としてもよい。
【００７９】
　ＰＯＩ報知制御手段４９０は、端末ベースデータ７００のアイコンデータ７４０に基づ
くＰＯＩアイコンＴｎを移動経路地図９００上に表示させる処理をする。具体的には、Ｐ
ＯＩ報知制御手段４９０は、メモリ４７０から認識矩形コード情報を取得して、この認識
矩形コード情報の矩形コード、すなわちＰＯＩアイコンＴｎを表示させる表示矩形範囲Ｈ
ｍを認識する。そして、この矩形コードが記載された矩形コード情報８１０を端末リスト
記憶領域から検索し、この検索した矩形コード情報８１０を有する端末ＰＯＩリスト８０
０を取得する。さらに、この端末ＰＯＩリスト８００の各ＰＯＩ個別情報８２０の個別Ｐ
ＯＩＩＤ情報８２１と同一のＰＯＩＩＤが記載されたＰＯＩＩＤ情報７１０を端末ベース
記憶領域から検索し、この検索したＰＯＩＩＤ情報７１０を有する端末ベースデータ７０
０を取得する。すなわち、表示矩形範囲Ｈｍに対応する端末ベースデータ７００を取得す
る。そして、この端末ベースデータ７００のアイコンデータ７４０に基づくＰＯＩアイコ
ンＴｎを、有効期限情報７２０に対応する表示形態で位置情報７３０に対応する位置に表
示させる。
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【００８０】
　すなわち、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、現在日時が有効期限情報７２０の日時よりも
前の日時であり、端末ベースデータ７００の有効期限が切れていないことを認識すると、
ＰＯＩアイコンＴｎを例えばあらかじめ設定された表示色や明るさなどの表示形態（以下
、期限内表示形態と称す）で表示させる。また、現在日時が有効期限情報７２０の日時よ
りも後の日時であり、端末ベースデータ７００の有効期限が切れていることを認識すると
、ＰＯＩアイコンＴｎを例えばあらかじめ設定された明るさよりも暗い表示形態（以下、
期限切れ表示形態と称す）で表示させる。例えば、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、移動経
路地図９００の表示矩形範囲Ｈ２に存在する「Ｗマート」、「Ｈ駐車場」、「Ｑホテル」
の端末ベースデータ７００の有効期限が切れていないことを認識すると、それぞれのＰＯ
ＩアイコンＴ１，Ｔ２，Ｔ３を図１０の実線で示すような期限内表示形態で表示させる。
また、「Ｑホテル」のみの端末ベースデータ７００の有効期限が切れていることを認識す
ると、「Ｗマート」、「Ｈ駐車場」のＰＯＩアイコンＴ１，Ｔ２を図１１の実線で示すよ
うな期限内表示形態で表示させるとともに、「Ｑホテル」のＰＯＩアイコンＴ３を図１１
の破線で示すような期限切れ表示形態で表示させる。
【００８１】
　また、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、端末入力部４３０にて例えばＰＯＩアイコンＴｎ
が選択された旨の設定入力を認識すると、この選択されたＰＯＩアイコンＴｎのアイコン
データ７４０に対応するＰＯＩ関連情報７５０、例えば名称、住所、イベント開催などに
関する各種情報を端末表示部４４０による表示や音声出力部４５０による発音にて報知す
る。さらに、端末情報検索手段４８６で検索したＰＯＩ関連情報７５０や、その一部を適
宜報知する。
【００８２】
　計時手段４９１は、例えば内部クロックなどの基準パルスに基づいて現在日時を認識す
る。そして、この現在日時に関する現在日時情報を適宜出力する。
【００８３】
〔ナビゲーションシステムの動作〕
　次に、ナビゲーションシステム１００の動作について、最新状況を反映させたＰＯＩア
イコンの表示処理について、図１２ないし図１４に基づいて説明する。図１２および図１
３は、最新状況を反映させたＰＯＩアイコンの表示処理を示すフローチャートである。図
１４は、ＰＯＩアイコン表示処理を示すフローチャートである。
【００８４】
　まず、端末装置４００は、処理部４８０の矩形コード認識手段４８７は、図１２に示す
ように、例えば表示制御手段４８４の制御により、端末表示部４４０に例えば図１０に示
すような移動経路地図９００が表示されたことを認識すると、この移動経路地図９００上
にＰＯＩアイコンＴｎを表示させると判断する（ステップＳ１０１）。そして、矩形コー
ド認識手段４８７は、設定移動経路９４０を含む表示矩形範囲Ｈｍに対応する矩形コード
を認識する（ステップＳ１０２）。さらに、処理部４８０は、リスト更新手段４８８にて
、この矩形コードに対応する端末ＰＯＩリスト８００を取得して（ステップＳ１０３）、
サーバ装置３００との通信が可能か否かを判断する（ステップＳ１０４）。このステップ
Ｓ１０４において、通信が不可能であると判断した場合、図１３に示すように、ＰＯＩ報
知制御手段４９０にて、ＰＯＩアイコン表示処理を実施して（ステップＳ１０５）、処理
を終了する。一方、ステップＳ１０４において、通信が可能であると判断した場合、矩形
コード認識手段４８７は、図１２に示すように、この矩形コードに関するリスト要求情報
を生成する（ステップＳ１０６）。そして、送受信器４１０にネットワーク２００を介し
て、このリスト要求情報および端末装置４００を特定する端末固有情報などをサーバ装置
３００へ送信させる（ステップＳ１０７）。
【００８５】
　そして、サーバ装置３００は、インターフェース３１０でリスト要求情報および端末固
有情報などを受信すると（ステップＳ１０８）、ＣＰＵ３５０のリスト出力手段３５４に
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て、リスト要求情報に記載された矩形コードに対応するサーバＰＯＩリスト６００をサー
バリスト記憶領域から取得する（ステップＳ１０９）。この後、リスト出力手段３５４は
、インターフェース３１０にネットワーク２００を介して、このサーバＰＯＩリスト６０
０を端末固有情報で特定される端末装置４００へ送信させる（ステップＳ１１０）。
【００８６】
　端末装置４００は、サーバ装置３００からサーバＰＯＩリスト６００を受信すると（ス
テップＳ１１１）、図１３に示すように、リスト更新手段４８８にて、このサーバＰＯＩ
リスト６００に対応する端末ＰＯＩリスト８００に、サーバＰＯＩリスト６００に存在し
ない内容のＰＯＩ個別情報８２０があるか否かを判断する（ステップＳ１１２）。このス
テップＳ１１２において、存在しない内容のＰＯＩ個別情報８２０がないと判断した場合
、端末ＰＯＩリスト８００に、サーバＰＯＩリスト６００の個別有効期限情報６２２と一
致しない個別有効期限情報８２２があるか否かを判断する（ステップＳ１１３）。そして
、ステップＳ１１３において、一致しない個別有効期限情報８２２がないと判断した場合
、サーバＰＯＩリスト６００に、端末ＰＯＩリスト８００に存在しない内容のＰＯＩ個別
情報６２０があるか否かを判断する（ステップＳ１１４）。
【００８７】
　このステップＳ１１４において、ＰＯＩ個別情報６２０がないと判断した場合、ステッ
プＳ１０５の処理を実施する。一方、ステップＳ１１４において、ＰＯＩ個別情報６２０
があると判断した場合、このＰＯＩ個別情報６２０をＰＯＩ個別情報８２０として端末Ｐ
ＯＩリスト８００に組み込む（ステップＳ１１５）。また、ステップＳ１１２において、
存在しない内容のＰＯＩ個別情報８２０があると判断した場合、このＰＯＩ個別情報８２
０を端末ＰＯＩリスト８００から削除する。さらに、処理部４８０は、ベースデータ更新
手段４８９にて、この削除されたＰＯＩ個別情報８２０に対応する端末ベースデータ７０
０を端末ベース記憶領域から削除して（ステップＳ１１６）、ステップＳ１１３の処理を
実施する。また、ステップＳ１１３において、一致しない個別有効期限情報８２２がある
と判断した場合、端末ＰＯＩリスト８００の個別有効期限情報８２２を個別有効期限情報
６２２の日時に更新する。さらに、ベースデータ更新手段４８９は、この更新された個別
有効期限情報８２２に対応する端末ベースデータ７００の有効期限情報７２０を、個別有
効期限情報８２２の日時に更新して（ステップＳ１１７）、ステップＳ１１４の処理を実
施する。
【００８８】
　そして、ベースデータ更新手段４８９は、リスト更新手段４８８により新たなＰＯＩ個
別情報８２０が組み込まれたことを認識すると、このＰＯＩ個別情報８２０のＰＯＩＩＤ
に関するベースデータ要求情報を生成する（ステップＳ１１８）。この後、送受信器４１
０に、このベースデータ要求情報などをサーバ装置３００へ送信させる（ステップＳ１１
９）。
【００８９】
　サーバ装置３００は、端末装置４００からベースデータ要求情報などを受信すると（ス
テップＳ１２０）、ＣＰＵ３５０のベースデータ出力手段３５５にて、ベースデータ要求
情報に記載されたＰＯＩＩＤに対応するサーバベースデータ５００をサーバ地図記憶領域
から取得する（ステップＳ１２１）。この後、ベースデータ出力手段３５５は、インター
フェース３１０に、このサーバベースデータ５００を端末装置４００へ送信させる（ステ
ップＳ１２２）。
【００９０】
　端末装置４００は、サーバ装置３００からサーバベースデータ５００を受信すると（ス
テップＳ１２３）、ベースデータ更新手段４８９にて、このサーバベースデータ５００を
端末ベースデータ７００として端末ベース記憶領域に記憶させる（ステップＳ１２４）。
そして、処理部４８０は、ステップＳ１０５の処理を実施する。
【００９１】
　ＰＯＩアイコン表示処理では、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、図１４に示すように、矩
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形コード認識手段４８７で認識された矩形コードに基づいて、移動経路地図９００の表示
矩形範囲Ｈｍを認識する（ステップＳ２０１）。そして、この表示矩形範囲Ｈｍに対応す
る端末ベースデータ７００を取得して（ステップＳ２０２）、この端末ベースデータ７０
０の有効期限が切れているか否かを判断する（ステップＳ２０３）。このステップＳ２０
３において、有効期限が切れていると判断した場合、例えば「Ｑホテル」に対応する端末
ベースデータ７００の有効期限が切れていると判断した場合、ＰＯＩアイコンＴ３を図１
１の破線で示すような期限切れ表示形態で表示させる（ステップＳ２０４）。この後、表
示矩形範囲Ｈｍに対応する全てのＰＯＩアイコンＴｎを表示させたか否かを判断する（ス
テップＳ２０５）。
【００９２】
　このステップＳ２０５において、全ＰＯＩアイコンＴｎを表示させたと判断した場合、
処理を終了する。一方、ステップＳ２０５において、全ＰＯＩアイコンＴｎを表示させて
いないと判断した場合、ステップＳ２０２に戻る。また、ステップＳ２０３において、有
効期限が切れていないと判断した場合、例えば「Ｑホテル」に対応する端末ベースデータ
７００の有効期限が切れていないと判断した場合、ＰＯＩアイコンＴ３を図１０の実線で
示すような期限内表示形態で表示させて（ステップＳ２０６）、ステップＳ２０５の処理
を実施する。
【００９３】
〔ナビゲーションシステムの作用効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、ナビゲーションシステム１００の端末装置４０
０は、処理部４８０の矩形コード認識手段４８７にて、端末表示部４４０に移動経路地図
９００が表示されたことを認識すると、設定移動経路９４０を含む表示矩形範囲Ｈｍに対
応する矩形コードを認識する。そして、この矩形コードを記載したリスト要求情報をサー
バ装置３００へ送信させる。この後、リスト更新手段４８８は、サーバ装置３００からリ
スト要求情報の矩形コードに対応するサーバＰＯＩリスト６００を取得すると、このサー
バＰＯＩリスト６００に、端末ベース記憶領域に記憶されていない端末ベースデータ７０
０に対応する個別ＰＯＩＩＤ情報６２１があるか否かを判断する。さらに、処理部４８０
は、端末ベースデータ７００に対応する個別ＰＯＩＩＤ情報６２１があると判断した場合
、ベースデータ更新手段４８９にて、この個別ＰＯＩＩＤ情報６２１のＰＯＩＩＤを記載
したベースデータ要求情報をサーバ装置３００へ送信させる。そして、ベースデータ更新
手段４８９は、サーバ装置３００からベースデータ要求情報に対応するサーバベースデー
タ５００を取得すると、端末ベースデータ７００として端末ベース記憶領域に記憶させる
。このため、端末装置４００は、サーバ装置３００から端末ベース記憶領域に記憶されて
いるサーバベースデータ５００を取得せずに、記憶されていないサーバベースデータ５０
０のみを取得して端末ベースデータ７００として記憶させることができる。したがって、
端末装置４００は、取得する各種情報の情報量を最小限に抑えることができ、通信負荷の
低減、通信の高速化、通信コストの低減を実現できる。また、例えば施設の移転や新たな
イベント開催などでサーバベースデータ５００の有効期限以外の内容が変更された場合、
従来のサーバベースデータ５００とはＰＯＩＩＤが異なるサーバベースデータ５００を取
得して、内容が変更された端末ベースデータ７００として記憶させることができる。した
がって、端末装置４００は、各情報７３０，７５０やアイコンデータ７４０の変更処理を
実施せずに、ＰＯＩＩＤ情報７１０および個別ＰＯＩＩＤ情報６２１を比較するだけの簡
単な方法で、内容が変更された端末ベースデータ７００を記憶させることができる。よっ
て、端末装置４００は、端末ベースデータ７００を適切に更新できる。
【００９４】
　また、端末装置４００は、端末ベース記憶領域の端末ベースデータ７００のリストに関
する端末ＰＯＩリスト８００を端末リスト記憶領域に記憶している。そして、リスト更新
手段４８８は、サーバＰＯＩリスト６００を取得すると、このサーバＰＯＩリスト６００
に、端末ＰＯＩリスト８００に存在しない内容のＰＯＩ個別情報６２０があると判断する
と、このＰＯＩ個別情報６２０が端末ベース記憶領域に記憶されていない端末ベースデー
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タ７００に対応していると判断する。さらに、リスト更新手段４８８は、このＰＯＩ個別
情報６２０をＰＯＩ個別情報８２０として端末ＰＯＩリスト８００に組み込む。このため
、端末装置４００は、各ＰＯＩリスト６００，８００を比較するだけの簡単な構成で、配
信要求する端末ベースデータ７００を特定できる。したがって、端末装置４００は、端末
ベースデータ７００をより適切に更新できる。
【００９５】
　そして、ベースデータ更新手段４８９は、新たな端末ベースデータ７００が記憶された
施設に対応する古い端末ベースデータ７００を削除する。このため、端末装置４００は、
サーバＰＯＩリスト６００の矩形範囲に存在している施設の最新の端末ベースデータ７０
０のみを端末ベース領域に適宜記憶させることができる。したがって、端末装置４００は
、端末ベースデータ７００をさらに適切に更新できる。
【００９６】
　さらに、ベースデータ更新手段４８９は、サーバＰＯＩリスト６００に対応する矩形範
囲に従前に存在し現在存在していない施設の端末ベースデータ７００を削除する。このた
め、端末装置４００は、サーバＰＯＩリスト６００の矩形範囲に現在存在している施設の
端末ベースデータ７００のみを端末ベース領域に適宜記憶させることができる。したがっ
て、端末装置４００は、端末ベースデータ７００をさらに適切に更新できる。
【００９７】
　また、リスト更新手段４８８は、サーバＰＯＩリスト６００に存在しない内容のＰＯＩ
個別情報８２０が端末ＰＯＩリスト８００にあると判断すると、このＰＯＩ個別情報８２
０を削除する。さらに、ベースデータ更新手段４８９は、この削除されたＰＯＩ個別情報
８２０に対応する端末ベースデータ７００が、サーバＰＯＩリスト６００の矩形範囲に現
在存在している施設の端末ベースデータ７００、または、新たな端末ベースデータ７００
が記憶された施設に対応する古い端末ベースデータ７００であると判断する。このため、
端末装置４００は、各ＰＯＩリスト６００，８００を比較するだけの簡単な構成で、現在
の施設の状況を反映させた状態に端末ベースデータ７００を更新できる。したがって、端
末装置４００は、端末ベースデータ７００を容易にかつ適切に更新できる。
【００９８】
　そして、矩形コード認識手段４８７は、移動経路地図９００が表示された旨の経路表示
情報を取得すると、この移動経路地図９００の設定移動経路９４０に対応する表示矩形範
囲Ｈｍを認識する。そして、ベースデータ更新手段４８９は、この表示矩形範囲Ｈｍの施
設の端末ベースデータ７００を記憶させる。このため、端末装置４００は、利用者が移動
する設定移動経９４０近傍のみの施設の端末ベースデータ７００を適宜更新できる。した
がって、端末装置４００は、更新する端末ベースデータ７００の量を最小限に抑えること
ができる。
【００９９】
　さらに、各ベースデータ５００，７００は、各ベースデータ５００，７００の有効期限
を示す有効期限情報５２０，７２０を有している。また、各ＰＯＩリスト６００，８００
は、有効期限情報５２０，７２０の日時が記載された個別有効期限情報６２２，８２２を
有している。そして、リスト更新手段４８８は、端末ＰＯＩリスト８００に、サーバＰＯ
Ｉリスト６００の個別有効期限情報６２２と一致しない個別有効期限情報８２２があると
判断すると、この個別有効期限情報８２２を個別有効期限情報６２２の日時に更新する。
さらに、ベースデータ更新手段４８９は、この更新された個別有効期限情報８２２に対応
する端末ベースデータ７００の有効期限情報７２０を、個別有効期限情報８２２の日時に
更新する。このため、端末装置４００は、例えば施設における所定のイベントが延期され
たことによる各有効期限情報５２０，６２２の更新がサーバ装置３００で実施されている
場合、この更新内容を反映させた状態に端末ＰＯＩリスト８００や端末ベースデータ７０
０を更新できる。したがって、端末装置４００は、端末ベースデータ７００をより適切に
更新できる。
【０１００】
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　また、処理部４８０は、ＰＯＩ報知制御手段４９０にて、施設に関連する各種情報すな
わちＰＯＩ関連情報７５０を端末表示部４４０や音声出力部４５０で適宜報知する。この
ため、利用者は、適切に更新されたＰＯＩ関連情報７５０の内容の報知により、例えば施
設で新たなイベントが開催される旨などを適宜認識できる。したがって、端末装置４００
は、施設などに関する情報を適切に報知できる。
【０１０１】
　そして、処理部４８０は、サーバ装置３００から地図情報や移動経路情報を適宜取得し
て、端末表示部４４０に移動経路地図９００を表示させる。さらに、ＰＯＩ報知制御手段
４９０は、この移動経路地図９００における位置情報７３０に対応する位置に、アイコン
データ７４０に基づくＰＯＩアイコンＴｎを表示させる。このため、利用者は、移動経路
地図９００上における適切に更新されたアイコンデータ７４０の表示により、例えば閉鎖
されたり移転された施設の位置を適宜認識できる。したがって、端末装置４００は、施設
などに関する情報をより適切に報知できる。
【０１０２】
　さらに、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、ＰＯＩアイコンＴｎを有効期限情報の有効期限
が切れているか否かに基づいた表示形態で表示させる。このため、利用者は、ＰＯＩアイ
コンＴｎの表示形態を認識するだけの簡単な方法で、このＰＯＩアイコンＴｎに関する端
末ベースデータ７００の更新状態を認識できる。また、ＰＯＩアイコンＴｎが有効期限切
れの表示形態の場合には、この施設が実際に存在しない可能性がある旨を容易に認識でき
る。したがって、端末装置４００は、施設などに関する情報をさらに適切に報知できる。
【０１０３】
　そして、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、有効期限が切れていないＰＯＩアイコンＴｎを
あらかじめ設定された表示色や明るさなど期限内表示形態で、有効期限が切れているＰＯ
ＩアイコンＴｎをあらかじめ設定された明るさよりも暗い期限切れ表示形態で、それぞれ
表示させる。このため、利用者は、一般的に識別が容易な表示の明るさの差異により、端
末ベースデータ７００の更新状態や施設が存在しない可能性などを認識できる。したがっ
て、端末装置４００は、施設などに関する情報をさらに適切に報知できる。
【０１０４】
　また、ナビゲーションシステム１００のサーバ装置３００は、ＣＰＵ３５０のリスト出
力手段３５４にて、端末装置４００から所定の表示矩形範囲Ｈｍに対応する矩形コードが
記載されたリスト要求情報を取得すると、この矩形コードに対応するサーバＰＯＩリスト
６００を端末装置４００へ送信させる。この後、ＣＰＵ３５０は、ベースデータ出力手段
３５５にて、送信させたサーバＰＯＩリスト６００が有する所定のＰＯＩ個別情報６２０
のＰＯＩＩＤに関するベースデータ要求情報を取得すると、このＰＯＩＩＤに対応するサ
ーバベースデータ５００を端末装置４００へ送信させる。このため、サーバ装置３００は
、端末装置４００から要求がないサーバベースデータ５００を配信せずに、要求があるサ
ーバベースデータ５００のみを配信できる。したがって、サーバ装置３００は、従来の構
成のように端末装置４００において更新する必要がないサーバベースデータ５００を配信
することがなく、配信する各種情報の情報量を最小限に抑えることができる。また、サー
バ装置３００は、サーバベースデータ５００の有効期限以外の内容が変更された場合、端
末装置４００に従来のサーバベースデータ５００とはＰＯＩＩＤが異なるサーバベースデ
ータ５００を取得させて、内容が変更された端末ベースデータ７００の記憶処理を実施さ
せることができる。したがって、サーバ装置３００は、端末装置４００にＰＯＩＩＤ情報
７１０および個別ＰＯＩＩＤ情報６２１を比較するだけの簡単な方法で、内容が変更され
た端末ベースデータ７００の記憶処理を実施させることができる。よって、サーバ装置３
００は、端末装置４００に端末ベースデータ７００を適切に更新させることができる。
【０１０５】
　さらに、リスト出力手段３５４は、サーバリスト記憶領域に記憶されたサーバＰＯＩリ
スト６００を取得して端末装置４００へ送信させる。このため、サーバ装置３００は、あ
らかじめサーバリスト記憶領域に記憶されたサーバＰＯＩリスト６００を検索するだけの
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簡単な構成で、端末装置４００から要求されたサーバＰＯＩリスト６００を送信できる。
したがって、サーバＰＯＩリスト６００の送信処理時におけるサーバ装置３００の処理負
荷を低減できる。
【０１０６】
　そして、サーバ装置３００は、有効期限情報５２０を有するサーバベースデータ５００
や個別有効期限情報６２２を有するサーバＰＯＩリスト６００を端末装置４００に適宜配
信する。このため、サーバ装置３００は、端末装置４００に、例えば有効期限情報５２０
によりサーバベースデータ５００の施設などに関する各種情報が有効か否かを適宜報知さ
せることができる。したがって、サーバ装置３００は、端末装置４００に施設などに関す
る情報を適切に報知させることができる。
【０１０７】
　さらに、端末装置４００は、矩形状の表示矩形範囲Ｈｍに対応する矩形コードをサーバ
装置３００に送信する。そして、サーバ装置３００は、表示矩形範囲Ｈｍに存在する施設
などに対応するＰＯＩ個別情報６２０を有するサーバＰＯＩリスト６００を端末装置４０
０に配信する。すなわち、ナビゲーションシステム１００は、ＰＯＩ個別情報６２０を表
示矩形範囲Ｈｍに対応させてサーバＰＯＩリスト６００で管理している。このため、ＰＯ
Ｉ個別情報６２０を例えば図１０の想像線で示すような円形範囲Ｃｉ（ｉは自然数）で管
理する構成のように、各サーバＰＯＩリスト６００に重複するＰＯＩ個別情報６２０を組
み込む必要がない。すなわち、ＰＯＩ個別情報６２０を円形範囲Ｃｉで管理する構成にお
いて、例えば移動経路地図９００上の全範囲の施設に対応するＰＯＩ個別情報６２０をサ
ーバＰＯＩリスト６００に組み込む場合、例えば円形範囲Ｃ１，Ｃ２の一部を重複させる
必要がある。これにより、円形範囲Ｃ１，Ｃ２に対応する各サーバＰＯＩリスト６００に
、重複範囲Ｃ３に対応するＰＯＩ個別情報６２０をそれぞれ組み込む必要がある。一方、
ＰＯＩ個別情報６２０を表示矩形範囲Ｈｍで管理する構成においては、表示矩形範囲Ｈ１
～Ｈ９が重複することがない。これにより、表示矩形範囲Ｈ１～Ｈ９に対応する各サーバ
ＰＯＩリスト６００に、重複するＰＯＩ個別情報６２０を組み込む必要がない。したがっ
て、ナビゲーションシステム１００は、ＰＯＩ個別情報６２０を円形範囲Ｃｉで管理する
構成と比べて、ＰＯＩ個別情報６２０の送受信を効率よく実施できる。
【０１０８】
　また、ナビゲーションシステム１００は、表示矩形範囲Ｈｍに対応する少なくとも１つ
のＰＯＩ個別情報６２０を有するサーバＰＯＩリスト６００を送受信する。このため、ナ
ビゲーションシステム１００は、表示矩形範囲Ｈｍに対応する複数のＰＯＩ個別情報６２
０を例えば１個ずつ送受信する構成と比べて、送受信する回数を減らすことができる。し
たがって、ナビゲーションシステム１００は、ＰＯＩ個別情報６２０の送受信をさらに効
率よくできる。
【０１０９】
〔実施の形態の変形〕
　なお、本発明は、上述した一実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達
成できる範囲で以下に示される変形をも含むものである。
【０１１０】
　すなわち、端末装置４００に端末ＰＯＩリスト８００を記憶させずに、例えば以下のよ
うな構成などとしてもよい。例えば、ベースデータ更新手段４８９にて、サーバ装置３０
０からサーバＰＯＩリスト６００を取得して、このサーバＰＯＩリスト６００に、端末ベ
ースデータ７００のＰＯＩＩＤ情報７１０と一致しない個別ＰＯＩＩＤ情報６２１がある
か否かを判断する。そして、あることを認識した際に、この個別ＰＯＩＩＤ情報６２１に
関するベースデータ要求情報を送信させる構成としてもよい。このような構成にすれば、
端末記憶手段４６０に端末リスト記憶領域を設ける必要がなく、端末記憶手段４６０の構
成を簡略にできる。また、処理部４８０にリスト更新手段４８８を設ける必要がなく、処
理部４８０の構成を簡略にできる。さらに、端末ＰＯＩリスト８００を更新しないので、
端末ベースデータ７００の更新処理を簡略にできる。
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【０１１１】
　そして、ベースデータ更新手段４８９にて、サーバＰＯＩリスト６００に存在しない内
容のＰＯＩ個別情報８２０に対応する端末ベースデータ７００、すなわちサーバＰＯＩリ
スト６００に対応する矩形範囲に従前に存在し現在存在していない施設の端末ベースデー
タ７００や、新たな端末ベースデータ７００が記憶された施設に対応する古い端末ベース
データ７００を削除しない構成としてもよい。このような構成の場合、処理部４８０は、
ステップＳ１１１にて、サーバＰＯＩリスト６００を受信するとステップＳ１１３の処理
を実施する。このため、ステップＳ１１２，Ｓ１１６の処理を省略でき、端末ベースデー
タ７００の更新処理をより簡略にできる。また、ベースデータ更新手段４８９に、端末ベ
ースデータ７００を削除する機能を設ける必要がなく、ベースデータ更新手段４８９の構
成を簡略にできる。
【０１１２】
　さらに、矩形コード認識手段４８７にて、例えば端末情報検索手段４８６から所定の地
域に存在する施設の検索を実施する旨の検索実施情報を認識した際に、この所定の地域に
対応する矩形範囲を認識する構成としてもよい。また、所定の位置から例えば半径２ｋｍ
の円形範囲に存在する施設の検索を実施することを認識した際に、この円形範囲を含む矩
形範囲を認識する構成としてもよい。これらのような構成にすれば、端末装置４００は、
利用者が検索する地域のみの施設の端末ベースデータ７００を適宜更新でき、更新する端
末ベースデータ７００の量を最小限に抑えることができる。
【０１１３】
　そして、各ベースデータ５００，７００、各ＰＯＩリスト６００，８００に、有効期限
情報５２０，７２０、個別有効期限情報６２２，８２２を組み込まない構成としてもよい
。このような構成にすれば、サーバベースデータ５００やサーバＰＯＩリスト６００の情
報量を上記実施の形態の構成と比べて減らすことができ、これらの送受信時における各装
置３００，４００の処理負荷を低減できる。
【０１１４】
　また、各ベースデータ５００，７００のみに有効期限情報５２０，７２０を、または、
各ＰＯＩリスト６００，８００のみに個別有効期限情報６２２，８２２を組み込む。そし
て、ＰＯＩ報知制御手段４９０にて、有効期限情報５２０または個別有効期限情報６２２
に基づいて、ＰＯＩアイコンＴｎを期限内表示形態や期限切れ表示形態で表示させる構成
としてもよい。このような構成にすれば、サーバベースデータ５００またはサーバＰＯＩ
リスト６００の情報量を上記実施の形態の構成と比べて減らすことができ、これらの送受
信時における各装置３００，４００の処理負荷を低減できる。
【０１１５】
　さらに、ＰＯＩアイコンＴｎを有効期限が切れているか否かに対応した大きさ、例えば
有効期限切れＰＯＩアイコンＴｎを有効期限内のＰＯＩアイコンＴｎよりも小さく表示さ
せる構成としてもよい。このような構成にすれば、利用者は、一般的に識別が容易な表示
の大きさの差異により、端末ベースデータ７００の更新状態や施設が存在しない可能性な
どを認識できる。したがって、端末装置４００は、施設などに関する情報をさらに適切に
報知できる。
【０１１６】
　また、有効期限切れのＰＯＩアイコンＴｎ近傍に例えば「×」などの期限切れマークを
表示させたり、有効期限内のＰＯＩアイコンＴｎ近傍に例えば「○」などの期限内マーク
を表示させる構成としてもよい。ここで、期限切れマークおよび期限内マークが本発明の
期限切れ状況情報に対応する。このような構成にすれば、利用者は、各マークを認識する
だけの簡単な方法で、端末ベースデータ７００の更新状態や施設が存在しない可能性など
を認識できる。したがって、端末装置４００は、施設などに関する情報をさらに適切に報
知できる。
【０１１７】
　さらに、表示矩形範囲Ｈｍを有効期限切れの端末ベースデータ７００を含むか否かに対
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応した表示形態で表示させる構成としてもよい。ここで、有効期限切れの端末ベースデー
タ７００を含むか否かに対応した表示形態としては、上述したような表示色や明るさを対
応させる構成、表示の大きさを対応させる構成、期限切れマークや期限内マークを対応さ
せる構成などが例示できるが、これらに限られない。このような構成にすれば、利用者は
、表示矩形範囲Ｈｍが有効期限切れの端末ベースデータ７００を含むか否かを認識できる
。
【０１１８】
　そして、移動経路地図９００の縮尺がＰＯＩアイコンＴｎの識別が容易な縮尺の場合に
、ＰＯＩアイコンＴｎの表示形態を有効期限切れか否かに対応させ、ＰＯＩアイコンＴｎ
の識別が困難な縮尺の場合に、表示矩形範囲Ｈｍの表示形態を有効期限切れの端末ベース
データ７００を含むか否かに対応させる構成としてもよい。このような構成にすれば、利
用者は、移動経路地図９００の縮尺によらず有効期限切れの端末ベースデータ７００に対
応する施設の位置を認識できる。
【０１１９】
　そして、ＰＯＩアイコンＴｎを有効期限切れか否かに対応した表示形態で表示させない
構成としてもよい。このような構成の場合、ＰＯＩ報知制御手段４９０は、ステップＳ２
０２で端末ベースデータ７００を取得した後、この端末ベースデータ７００に対応するＰ
ＯＩアイコンＴｎをあらかじめ設定された表示形態で表示させる。このため、ステップＳ
２０３の処理を省略でき、ＰＯＩアイコンＴｎの表示処理をより簡略にできる。また、Ｐ
ＯＩ報知制御手段４９０に有効期限切れか否かを判断する機能を設ける必要がなくなり、
ＰＯＩ報知制御手段４９０の構成を簡略にできる。
【０１２０】
　さらに、ＰＯＩ報知制御手段４９０にて、例えばＰＯＩアイコンＴｎが選択された旨の
設定入力を認識した際に、このＰＯＩアイコンＴｎに対応するＰＯＩ関連情報７５０、す
なわち名称、住所、イベント開催に関する情報などを有効期限切れか否かに対応した表示
形態で表示させる構成としてもよい。ここで、有効期限切れか否かを対応させた表示形態
としては、上述したような表示色や明るさを対応させる構成、表示の大きさを対応させる
構成、期限切れマークや期限内マークを対応させる構成などが例示できるが、これらに限
られない。また、ＰＯＩ関連情報７５０を移動経路地図９００の施設に対応する位置に表
示させてもよいし、ＰＯＩ関連情報７５０のみを表示させてもよい。さらに、ＰＯＩ関連
情報７５０を有効期限切れか否かに対応した出力形態の音声で報知する構成としてもよい
。例えば有効期限内のものを女性の声で報知し、有効期限切れのものを男性の声で報知す
る構成としてもよい。このような構成にすれば、利用者は、ＰＯＩ関連情報７５０の表示
形態や出力形態により、報知された内容の更新状態を容易に認識できる。したがって、端
末装置４００は、施設などに関する情報をさらに適切に報知できる。 
【０１２１】
　また、サーバ装置３００にサーバＰＯＩリスト６００を記憶させずに、例えば以下のよ
うな構成などとしてもよい。すなわち、サーバベースデータ５００に矩形コードに関する
情報を組み込む。さらに、リスト出力手段３５４にて、リスト要求情報の矩形コードに対
応する情報が組み込まれたサーバベースデータ５００を検索する。そして、この検索した
サーバベースデータ５００の各情報５１０，５２０および矩形コードに対応する情報に基
づいて、サーバＰＯＩリスト６００を生成して送信する構成としてもよい。ここで、例え
ばサーバＰＯＩリスト６００を生成せずに、各情報５１０，５２０を送信する構成として
もよい。このような構成にすれば、サーバ記憶手段３４０にサーバリスト記憶領域を設け
る必要がなく、サーバ記憶手段３４０の構成を簡略にできる。
【０１２２】
　また、ＰＯＩ個別情報６２０を円形範囲Ｃｉで管理する構成としてもよい。このような
構成にすれば、端末装置４００は、一般的な情報検索時の範囲指定方法である例えば現在
位置を中心とした円形で範囲が指定された場合、この指定された円形範囲に対応するＰＯ
Ｉ個別情報６２０のみの配信を要求できる。したがって、ナビゲーションシステム１００
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は、端末ベース記憶領域に記憶されていない必要最小限数の端末ベースデータ７００を適
宜更新できる。
【０１２３】
　そして、ＰＯＩ個別情報６２０を例えば三角形形状や六角形形状の範囲など、各範囲が
重複しない形状の範囲で管理する構成としてもよい。
【０１２４】
　また、本発明の情報更新装置を端末装置４００に適用した構成に限らず、各手段４８４
，４８７～４９０を独立させた構成、各手段４８７～４９０を独立させた構成、各手段４
８７～４８９を独立させた構成としてもよい。さらに、本発明の情報配信装置をサーバ装
置３００に適用した構成に限らず、各手段３５４，３５５を独立させた構成としてもよい
。
【０１２５】
　上述した各機能をプログラムとして構築したが、例えば回路基板などのハードウェアあ
るいは１つのＩＣ（Integrated Circuit）などの素子にて構成するなどしてもよく、いず
れの形態としても利用できる。なお、プログラムや別途記録媒体から読み取らせる構成と
することにより、取扱が容易で、利用の拡大が容易に図れる。
【０１２６】
　その他、本発明の実施の際の具体的な構造および手順は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造などに適宜変更できる。
【０１２７】
〔実施形態の作用効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、ナビゲーションシステム１００の端末装置４０
０は、移動経路地図９００の所定の表示矩形範囲Ｈｍに対応するサーバＰＯＩリスト６０
０を取得する。さらに、このサーバＰＯＩリスト６００に、端末ベース記憶領域に記憶さ
れていない端末ベースデータ７００に対応する個別ＰＯＩＩＤ情報６２１があることを認
識すると、この個別ＰＯＩＩＤ情報６２１のＰＯＩＩＤに対応するサーバベースデータ５
００を取得して、端末ベースデータ７００として端末ベース記憶領域に記憶させる。この
ため、端末装置４００は、端末ベース記憶領域に記憶されているサーバベースデータ５０
０を取得せずに、記憶されていないサーバベースデータ５００のみを取得して端末ベース
データ７００として記憶させることができ、取得する各種情報の情報量を最小限に抑える
ことができる。また、例えば施設の移転などでサーバベースデータ５００の有効期限以外
の内容が変更された場合、従来のサーバベースデータ５００とはＰＯＩＩＤが異なるサー
バベースデータ５００を取得して、内容が変更された端末ベースデータ７００として記憶
させることができる。したがって、端末装置４００は、ＰＯＩＩＤ情報７１０および個別
ＰＯＩＩＤ情報６２１を比較するだけの簡単な方法で、内容が変更された端末ベースデー
タ７００を記憶させることができる。よって、端末装置４００は、端末ベースデータ７０
０を適切に更新できる。
【０１２８】
　また、ナビゲーションシステム１００のサーバ装置３００は、端末装置４００から所定
の表示矩形範囲Ｈｍに対応する矩形コードが記載されたリスト要求情報を取得すると、こ
の矩形コードに対応するサーバＰＯＩリスト６００を端末装置４００へ配信する。この後
、送信させたサーバＰＯＩリスト６００が有する所定のＰＯＩ個別情報６２０のＰＯＩＩ
Ｄに関するベースデータ要求情報を取得すると、このＰＯＩＩＤに対応するサーバベース
データ５００を端末装置４００へ配信する。このため、サーバ装置３００は、要求がない
サーバベースデータ５００を配信せずに要求があるサーバベースデータ５００のみを配信
でき、従来の構成のように端末装置４００において更新する必要がないサーバベースデー
タ５００を配信することがなく、配信する各種情報の情報量を最小限に抑えることができ
る。また、サーバ装置３００は、サーバベースデータ５００の有効期限以外の内容が変更
された場合、端末装置４００に従来のサーバベースデータ５００とはＰＯＩＩＤが異なる
サーバベースデータ５００を取得させて、内容が変更された端末ベースデータ７００の記
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憶処理を実施させることができる。したがって、サーバ装置３００は、端末装置４００に
ＰＯＩＩＤ情報７１０および個別ＰＯＩＩＤ情報６２１を比較するだけの簡単な方法で、
内容が変更された端末ベースデータ７００の記憶処理を実施させることができる。よって
、サーバ装置３００は、端末装置４００に端末ベースデータ７００を適切に更新させるこ
とができる。
【０１２９】
　さらに、ナビゲーションシステム１００は、端末装置４００にて、移動経路地図９００
の所定の表示矩形範囲Ｈｍに対応する矩形コードを記載したリスト要求情報をサーバ装置
３００へ送信する。そして、サーバ装置３００にて、端末装置４００からのリスト要求情
報の矩形コードに対応するサーバＰＯＩリスト６００を端末装置４００へ配信する。この
後、端末装置４００にて、サーバ装置３００からのサーバＰＯＩリスト６００に、端末ベ
ース記憶領域に記憶されていない端末ベースデータ７００に対応するＰＯＩ個別情報６２
０があることを認識すると、このＰＯＩ個別情報６２０のＰＯＩＩＤを記載したベースデ
ータ要求情報をサーバ装置３００へ送信する。さらに、サーバ装置３００にて、端末装置
４００からのベースデータ要求情報のＰＯＩＩＤに対応するサーバベースデータ５００を
端末装置４００へ配信する。そして、端末装置４００にて、サーバ装置３００からのサー
バベースデータ５００を端末ベースデータ７００として端末ベース記憶領域に記憶させる
。このため、ナビゲーションシステム１００は、サーバ装置３００から端末ベース記憶領
域に記憶されているサーバベースデータ５００を端末装置４００に配信せずに、記憶され
ていないサーバベースデータ５００のみを端末装置４００に配信できる。したがって、端
末装置４００にて、端末ベース記憶領域に記憶されていないサーバベースデータ５００の
みを取得して、端末ベースデータ７００として記憶させることができ、送受信する各種情
報の情報量を最小限に抑えることができる。また、ナビゲーションシステム１００は、サ
ーバベースデータ５００の有効期限以外の内容が変更された場合、端末装置４００に従来
のサーバベースデータ５００とはＰＯＩＩＤが異なるサーバベースデータ５００を取得さ
せて、内容が変更された端末ベースデータ７００の記憶処理を実施させることができる。
したがって、ナビゲーションシステム１００は、端末装置４００にてＰＯＩＩＤ情報７１
０および個別ＰＯＩＩＤ情報６２１を比較するだけの簡単な方法で、内容が変更された端
末ベースデータ７００を記憶させることができる。よって、ナビゲーションシステム１０
０は、端末ベースデータ７００を適切に更新できる。
【図面の簡単な説明】
【０１３０】
【図１】本発明の一実施の形態に係るナビゲーションシステムの概略構成を示すブロック
図である。
【図２】前記一実施の形態におけるサーバ装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】前記一実施の形態における地図情報を構成する表示用データのテーブル構造を模
式的に示す概念図である。
【図４】前記一実施の形態における地図情報を構成するサーバＰＯＩベースデータ情報お
よび端末ＰＯＩベースデータ情報のテーブル構造を模式的に示す概念図である。
【図５】前記一実施の形態における地図情報を構成するマッチングデータのテーブル構造
を模式的に示す概念図である。
【図６】前記一実施の形態におけるサーバＰＯＩリスト情報および端末ＰＯＩリスト情報
のテーブル構造を模式的に示す概念図である。
【図７】前記一実施の形態におけるサーバ装置を構成するＣＰＵの概略構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】前記一実施の形態における端末装置の概略構成を示すブロック図である。
【図９】前記一実施の形態における端末装置を構成する処理部の概略構成を示すブロック
図である。
【図１０】前記一実施の形態における有効期限切れのＰＯＩアイコンを含まない移動経路
地図の表示画面の一例を示す模式図である。



(31) JP 4334464 B2 2009.9.30

10

20

30

【図１１】前記一実施の形態における有効期限切れのＰＯＩアイコンを含む表示矩形範囲
の表示画面の一例を示す模式図である。
【図１２】前記一実施の形態における最新状況を反映させたＰＯＩアイコンの表示処理を
示すフローチャートである。
【図１３】前記一実施の形態における最新状況を反映させたＰＯＩアイコンの表示処理を
示すフローチャートである。
【図１４】前記一実施の形態におけるＰＯＩアイコン表示処理を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
【０１３１】
　１００　　情報処理システムとしてのナビゲーションシステム
　２００　　ネットワーク
　３００　　サーバ装置
　３４０　　配信情報記憶手段としてのサーバ記憶手段
　３５０　　演算手段としてのＣＰＵ
　３５４　　情報配信装置を構成する固有情報配信手段としてのリスト出力手段
　３５５　　情報配信装置を構成する地物情報配信手段としてのベースデータ出力手段
　４００　　端末装置
　４４０　　報知手段としての表示手段である端末表示部
　４５０　　報知手段としての音声出力部
　４６０　　更新情報記憶手段としての端末記憶手段
　４８０　　演算手段としての処理部
　４８４　　情報更新装置を構成する地図情報取得手段としても機能する報知制御手段で
ある表示制御手段
　４８７　　情報更新装置を構成する固有情報取得手段としても機能する矩形コード認識
手段
　４８８　　情報更新装置を構成する固有情報取得手段および選出手段としてのリスト更
新手段
　４８９　　情報更新装置を構成する情報更新手段としてのベースデータ更新手段
　４９０　　情報更新装置を構成する報知制御手段であるＰＯＩ報知制御手段
　５００　　地物情報としてのサーバＰＯＩベースデータ情報
　５１０，７１０　　固有情報としてのＰＯＩＩＤ情報
　５２０，７２０　　有効期限情報
　５３０，７３０　　位置情報
　５４０，７４０　　地物案内情報としてのアイコンデータ
　５５０，７５０　　地物案内情報としてのＰＯＩ関連情報
　６２１，８２１　　固有情報としての個別ＰＯＩＩＤ情報
　６２２，８２２　　有効期限情報としての個別有効期限情報
　７００　　地物情報としての端末ＰＯＩベースデータ情報
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